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は
じ
め
に

　

本
資
料
は
、
江
戸
期
の
崎
門
の
学
者
佐
藤
直
方
が
、
朱
熹
の
資
料
を
ど
の
よ
う

に
読
み
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
か
を
知
る

上
で
、
思
想
史
的
資
源
と
し
て
、
か
つ
、
哲
学
資
源
と
し
て
も
、
極
め
て
貴
重
で

興
味
深
い
資
料
と
思
わ
れ
る
。
本
資
料
『
講
學
鞭
策
録
講
義
』
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
朱
熹
が
「
為
学
の
綱
要
」
に
つ
い
て
述
べ
た
言
説
を
編
集
し
た
『
講
學
鞭

策
録
』
を
、
忠
実
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
詳
細
に
解
説
し
た
佐
藤
自
身

の
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
講
義
と
い
う
性
格
上
、
聞
き
手
へ
の
理
解
の

手
助
け
と
な
る
よ
う
に
、
学
者
向
け
の
難
解
な
語
彙
を
駆
使
し
た
哲
学
書
で
は
な

く
、
極
め
て
卑
近
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
当
時
の
俗
語
を
用
い
た
口
語
体
で
書
か

れ
た
朱
子
学
の
指
南
書
で
あ
る
。
経
書
の
引
用
が
随
処
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
、
思

想
史
的
に
も
、
哲
学
的
に
も
難
解
な
朱
熹
の
テ
ク
ス
ト
を
、
日
本
の
歴
史
上
の
名

立
た
る
人
物
や
事
件

│
例
え
ば
、
楠
や
義
経
や
信
玄
や
明
智
が
登
場
し
、
湊
川

や
鵯
越
や
平
治
の
乱
や
切
支
丹
弾
圧
な
ど
が
登
場
す
る

│
に
擬
え
て
説
く
な
ど

の
工
夫
を
凝
ら
し
、
身
近
な
問
題
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

本
資
料
は
、
単
に
朱
子
学
理
解
の
解
説
書
と
し
て
、
ま
た
、
佐
藤
直
方
研
究
の
一

次
資
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
時
代
、
社
会
世
相
、
そ
し
て
、
そ
の
時
代

を
生
き
た
江
戸
の
知
識
人
の
精
神
世
界
を
映
し
出
す
鑑
と
し
て
も
、
極
め
て
貴
重

で
、
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
原
文
は
、
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず

し
も
誰
で
も
が
容
易
に
判
読
・
通
読
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
読
み
や

す
さ
を
考
慮
し
て
、
カ
ナ
を
平
仮
名
に
直
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
現
代
的
仮
名

遣
い
に
改
め
、
漢
字
を
多
用
す
る
な
ど
し
た
。
よ
っ
て
厳
密
に
言
え
ば
、
元
テ
キ

ス
ト
の
忠
実
な
「
翻
刻
」
と
は
言
え
な
い
。
あ
え
て
「
解
読
」
と
題
し
た
所
以
で

あ
る
。
何
分
、
江
戸
の
思
想
史
に
関
し
て
は
、
初
心
者
で
あ
り
、
間
違
い
や
誤
読

も
多
々
あ
る
か
と
思
う
。
ご
批
正
賜
れ
ば
、
幸
甚
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
院
中
国
哲
学
専
攻
の
大
学
院
生
を
中
心

と
し
た
研
究
班
（
東
洋
大
学
『
講
學
鞭
策
録
』
会
読
班
）
は
、
こ
れ
ま
で
三
年
に

わ
た
っ
て
、
佐
藤
直
方
の
『
講
學
鞭
策
録
』
を
大
学
院
の
演
習
で
会
読
し
て
き

た
。
も
と
よ
り
、
そ
の
際
、
佐
藤
自
身
の
講
義
録
は
、
何
よ
り
も
最
良
の
座
右
の

参
考
書
で
あ
っ
た
。『
講
學
鞭
策
録
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、『
白
山
中
国
学
』

佐
藤
直
方
『
講
學
鞭
策
録
講
義
』
解
読
（
一
）

│
解
題
、
及
び
、
序
・
第
一
条
よ
り
第
二
十
条
に
至
る
│
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通
巻
27
・
28
号
（
二
〇
二
一
・
二
〇
二
二
）
に
お
い
て
、
そ
の
会
読
の
成
果
を
訳

注
と
し
て
発
表
し
て
お
り
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
副
産
物
に

す
ぎ
な
い
。
今
回
、
佐
藤
自
身
の
講
義
の
方
も
、
あ
わ
せ
て
解
読
し
て
、『
東
洋

学
研
究
』
で
発
表
す
る
こ
と
で
、
本
資
料
の
思
想
史
的
資
源
と
し
て
の
価
値
を
世

に
問
い
た
い
と
思
う
。

佐
藤
直
方
に
つ
い
て

　

佐
藤
直
方
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）、
備
後
福
山
に
生
ま
れ
、
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）
に
没
し
た
。
二
十
二
才
頃
、
山
崎
闇
斎
の
門
に
入
り
、
優
れ
た
才

智
に
よ
っ
て
寵
遇
を
受
け
、
後
に
崎
門
學
派
「
三
傑
」
の
一
人
と
し
て
日
本
儒
学

史
に
名
を
留
め
る
。
佐
藤
の
著
述
は
、『
韞
蔵
録
』
中
に
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
門
人
弟
子
に
尊
ば
れ
た
の
は　
『
講
学
鞭
策
録
』

〈
一
六
八
三
〉、『
排
釈
録
』〈
一
六
八
五
〉、『
鬼
神
集
説
』〈
一
六
八
九
〉、『
道
学

標
的
』〈
一
七
一
二
〉）
の
、
所
謂
「
藤
門
の
四
部
書
」
で
あ
る
。
そ
の
著
作
は
、

日
本
古
典
学
会
編
纂
『
佐
藤
直
方
全
集
』（
全
三
冊
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
講
学
鞭
策
録
』
に
つ
い
て

　
『
講
学
鞭
策
録
』
は
、
彼
が
天
和
三
年
三
十
四
才
の
夏
、
槇
七
郎
左
衛
門
の
求

め
に
応
じ
て
、
美
濃
文
珠
村
に
赴
き
、
こ
こ
で
『
朱
子
文
集
』『
朱
子
語
類
』
中

か
ら
為
学
の
綱
要
に
関
す
る
語
を
摘
録
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐
藤
自
ら
、

『
跋
講
學
鞭
策
録
』
に
、

学
を
為
す
の
方
、
朱
子
之
を
明
ら
か
に
す
る
、
至
れ
り
盡
せ
り
。
今
、
其
の

要
を
究
め
て
之
を
擧
ぐ
る
に
、
敬
義
の
兩
字
に
過
ぎ
ず
し
て
、
日
新
の
功
、

上
達
の
效
に
至
り
て
は
、
則
ち
全
く
積
累
習
熟
に
在
る
の
み
な
り
。
頃
日
、

略
ぼ
其
の
尤
も
確
實
緊
切
な
る
者
を
掇
い
、
集
次
し
て
一
編
と
為
す
。
然
る

に
學
者
、
志
先
ず
立
た
ざ
れ
ば
、
則
ち
千
言
萬
語
皆
な
無
用
の
贅
な
る
の
み
。

尚
お
何
ぞ
學
こ
れ
を
議
す
可
け
ん
や
。
故
に
又
た
志
を
立
つ
の
一
節
を
最
首

に
冠
し
、
以
て
觀
省

戒
の
資
に
備
う
る
な
り
。
先
生
嘗
て
言
有
り
、「
巻

を
開
け
ば
便
ち
聖
賢
と
相
似
ざ
る
處
有
り
、
豈
に
自
ら
鞭
策
せ
ざ
る
可
け
ん

や
」
と
。
吾
輩
宜
し
く
深
く
思
を
致
す
べ
き
所
な
り
。

と
述
べ
る
様
に
、
朱
子
が
明
ら
か
に
し
た
「
爲
學
の
方
」
の
「
要
」
で
あ
る
「
敬

義
」
に
つ
い
て
説
い
た
言
葉
の
中
か
ら
、
そ
の
「
確
実
緊
切
」
な
る
も
の
を
拾
い

集
め
て
編
集
整
理
し
て
一
編
と
し
、
そ
の
巻
首
に
、「
立
志
」
の
一
節
を
冠
し
、

「
観
省

戒
の
資
」
に
備
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
講
学
鞭
策
録
講
義
』
に
つ
い
て

　

天
和
二
年
（
一
六
八
三
）
三
三
歳
の
年
に
、
山
崎
闇
斎
が
没
す
。
そ
の
翌
年
、

三
四
歳
の
夏
、
後
に
四
部
書
と
呼
ば
れ
る
四
首
の
刊
本
の
首
め
に
位
置
す
る
『
講

學
鞭
策
録
』
が
成
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
通
り
、
槇
七
郎
左
衛
門
の
為
に
、
そ
の

宰
地
美
濃
の
文
殊
村
に
趨
き
、
そ
こ
で
「
為
學
の
綱
要
」
に
つ
い
て
述
べ
た
朱
子
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の
語
を
輯
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
講
義
の
浅
見
絅
斎
の
序
に
も
、「
さ
て
此
の
編

集
し
た
か
ら
が
、
自
身
の
了
簡
を
書
い
た
で
は
な
い
。
皆
朱
子
の
語
で
、
朝
夕
講

究
し
た
中
で
、
精
し
く
は
っ
き
り
と
し
た
語
を
あ
つ
め
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

佐
藤
直
方
自
身
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
朱
子
の
語
の
中
か

ら
、
自
ら
朝
な
夕
な
に
講
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
精
し
く
は
っ
き
り
了
解
し
た

語
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
佐
藤
直
方
門
下
で
は
、『
講
学
鞭
策
録
』
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
用
い
た
講
義
が
多
く
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
有
名
な
も
の
は
、
稲
葉
黙
齋

の
講
義
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
東
大
総
合
図
書
館
保
存
庫
蔵
・
九
州
大
学
楠
本
碩

水
文
庫
蔵
な
ど
）。

凡
例

　

一 

、
本
稿
は
、
崎
門
の
三
傑
に
数
え
ら
れ
た
佐
藤
直
方
（
一
六
五
〇
│
一
七
一
九
）

が
、
朱
熹
の
書
中
よ
り
「
学
術
の
綱
要
」
に
関
す
る
も
の
を
編
輯
し
て
一
巻
と
し

た
『
講
學
鞭
策
録
』
の
講
義
録
を
翻
刻
（
解
読
）
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一 

、
日
本
古
典
学
会
編
纂
『
増
訂 

佐
藤
直
方
全
集
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
五
十
四

年
刊
）
の
巻
三
に
所
収
の
「
講
學
鞭
策
録
講
義
」
を
底
本
と
し
た
。
な
お
、
池
上

幸
二
郎
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
本
講
義
は
、「
直
方
先
生
の
自
著
自
講
で
、
姫
路
か
ら

伝
わ
っ
た
も
の
」
で
、「
田
原
坦
庵
先
生
の
自
写
本
」
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一 

、
底
本
は
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
あ
る
。
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
読

み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
漢
字
仮
名
ま
じ
り
文
に
改
め
た
。
ま
た
、
歴
史
的
仮
名

遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
、
濁
点
も
付
し
た
。
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
旧

字
を
新
字
に
改
め
、
送
り
仮
名
を
補
っ
た
も
の
も
あ
る
。
異
体
字
に
つ
い
て
は
、

標
準
字
体
に
改
め
た
。
さ
ら
に
、
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
文
字
も
、
読
解
の
便

宜
を
は
か
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
適
当
な
漢
字
に
改
め
た
。

　

一 

、
原
文
は
読
点
の
み
だ
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
、
文
脈
に
即
し
て
、

読
点
を
句
点
に
改
め
た
。

　

一 

、
判
読
不
能
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
■
を
当
て
た
。

　

一 

、
底
本
に
は
、『
講
學
鞭
策
録
』
原
文
は
付
い
て
い
な
い
が
、
参
照
の
便
を
考
え

て
、
講
義
の
頭
に
原
文
を
掲
載
し
た
。
そ
の
上
で
、
講
義
の
箇
所
が
分
か
る
よ
う

に
、
原
文
の
該
当
部
分
を
「
＊
」
で
示
し
て
お
い
た
。

　

一 

、
分
か
り
に
く
い
古
語
・
語
彙
に
は
、
簡
単
な
語
釈
を
付
し
た
。
語
釈
は
、『
岩
波

古
語
辞
典　

補
訂
版
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）、
大
槻
文
彦
『
言
海
』（
ち
く

ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
）、
佐
藤
宏
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』

（
小
学
館
、
二
〇
〇
六
）、
松
村
明
『
大
辞
林 

第
三
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
六
）、

松
村
明
、
山
口
明
穂
、
和
田
利
政
『
旺
文
社 

古
語
辞
典
』（
旺
文
社
、
一
九
六
〇
）、

新
村
出
『
広
辞
苑 

第
七
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
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講
學
鞭
策
録
序

邇
者
佐
藤
丈
撮
朱
子
書
中
關
學
術
綱
要
者
、
輯
爲
一
巻
。
首
以
＊
立
志
之
本
、
繼

之
以
＊
操
存
精
義
之
方
、
＊
習
慣
積
熟
之
致
、
而
＊
以
好
學
論
終
諸
。
＊
題
曰
講
學

鞭
策
録
。
書
已
＊
繕
寫
、
＊
亟
謂
余
以
爲
、
＊
此
書
之
編
非
他
也
、
＊
聖
學
之
道
、

朱
子
所
以
教
人
闡
明
備
密
、
無
復
遺
蘊
矣
。
＊
然
朱
子
已
没
、
學
術
＊
浸
乖
、
不

特

淫
妖
妄
之
説
競
起
、
而
＊
雖
稱
從
事
于
朱
子
者
、
夷
考
其
所
以
爲
學
、
則
徃

徃
不
免
與
平
日
之
訓
背
馳
矛
盾
。
＊
大
率
高
明
疏
敏
者
、
毎
厭
檢
束
涵
養
之
實
而

不
務
、
＊
渾
厚
淳
質
者
、
又
廢
愽
攷
審
覈
之
功
而
不
力
、
＊
由
乎
資
質
所
得
已
如

此
、
而
其
意
智
所
熟
、
＊
日
見
其
趣
。
是
以
、
＊
不
務
者
遂
離
規
矩
而
到
乎
恣
雎
、

不
力
者
益
趨
省
約
而
＊
安
于
固
陋
。
＊
其
他
不
可
枚
擧
。
以
至
於
一
言
之
是
非
一

義
之
取
舎
向
背
從
違
、
亦
＊
各
有
所
主
而
甚
者
、
至
門
專
其
學
、
徒
阿
所
好
、
安

排
造
爲
、
瞞
人
自
誣
、
兩
無
所
得
而
後
已
矣
。
是
正
自
古
之
可
患
者
、
而
近
世
爲

尤
甚
。
＊
以
故
、
竊
不
自
量
、
＊
収
録
日
夕
所
講
究
精
確
詳
的
尤
切
于
用
力
者
如

此
。
以
＊
欲
出
入
起
居
携
持
奉
誦
以
爲
終
身
之
箴
。
＊
至
於
同
志
之
共
是
患
者
、

即
亦
以
此
＊
因
事
對
證
、
反
復
辨
析
以
一
其
歸
焉
、
則
將
不
須
強
辯
多
説
、
而
彼

此
交
明
、
自
無
所
容
＊
夫
資
質
之
偏
、
意
智
之
私
也
。
＊
是
乃
今
日
編
録
之
意
、

尚
＊
恐
後
日
之
或
忘
。
盍
爲
吾
識
之
篇
端
也
。（「
＊
」
を
付
し
た
太
字
は
、
講
義
の
見

だ
し
語
。
以
下
同
じ
。）

　
　

序立
志　

こ
れ
が
学
を
す
る
い
つ
ち
の
本
ぞ
。
何
事
を
す
る
と
云
う
て
も
、
い

で
と
思
う
て
奮
発
せ
ね
ば
役
に
立
た
ぬ
。
況
ん
や
聖
人
の
道
を
学
ぶ
と
云
う

は
、
是
れ
が
無
う
て
は
ど
う
も
な
ら
ぬ
。
た
と
へ
ば
、
足
腰
た
た
ぬ
様
な
老

人
で
も
、
此
の
度
は
是
非
是
非
槍
合
わ
せ
て
と
思
う
な
れ
ば
、
よ
ろ
ば
う
て

も
、
戦
場
へ
出
る
ぞ
。
手
足
達
者
な
若
い
者
で
も
、
い
で
と
思
う
心
無
い
と
、

何
の
役
に
立
た
ぬ
様
な
も
の
ぞ
。

 

〇
い
っ
ち
＝
第
一
の
。　

〇
い
で
＝
思
い
立
つ
時
に
発
す
る
声
。
い
ざ
。　

〇
槍
合
わ
せ
＝
敵
味
方
が
槍
で
戦
う
こ
と
。
日
葡
辞
書
（1603-04

）（
日
国
）　

〇
よ
ろ
ば
う
＝
ヨ
ロ
ヨ
ロ
歩
く

操
存　

存
養
主
静
の
こ
と
で
、
敬
の
こ
と
ぞ
。
孟
子
の
字
也
。
心
の
う
ろ
り

と
せ
ぬ
様
に
す
る
こ
と
、
何
ほ
ど
其
の
芸
に
達
し
た
者
で
も
、
心
が
ち
ら
ち

ら
し
て
は
役
に
立
た
ぬ
。
芸
は
ち
っ
と
鈍
う
て
も
、筋
思
い
込
み
て
す
る
と
、

上
手
に
も
負
け
ぬ
ぞ
。

 

〇
う
ろ
り
＝
う
ろ
た
え
、
気
抜
け
し
た
さ
ま
（
岩
波
）　

〇
筋
＝
直
路
の
意
か

と
云
う
（
言
海
）。
ひ
た
す
ら
。
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精
義　

大
学
で
当
て
れ
ば
格
物
致
知
の
こ
と
ぞ
。
今
時
、無
学
な
も
の
で
も
、

人
の
こ
と
を
言
わ
せ
て
、
聞
い
て
は
中
々
き
こ
と
ぞ
。
手
前
の
こ
と
に
な
っ

て
は
勝
手
ぞ
、
聖
経
を
考
う
れ
ば
精
な
る
故
、
同
じ
こ
と
で
も
違
う
た
こ

と
ぞ
。

 

〇
中
々
き
＝
中
々
し
げ
。
も
っ
と
も
ら
し
い
（
岩
波
）

習
慣

│
そ
れ
ほ
ど
け
っ
こ
う
な
こ
と
で
も
、
ひ
た
と
慣
れ
て
熟
す
る
と
云

う
で
な
け
れ
ば
、
用
な
い
ぞ
。

 

○
そ
れ
ほ
ど
＝
物
事
の
状
態
や
様
子
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
の

程
度
で
あ
る
こ
と
。
多
く
、
強
調
の
気
持
を
こ
め
て
、
そ
の
物
事
の
状
態
や

程
度
が
甚
だ
し
い
事
、
こ
の
上
な
い
こ
と
を
表
わ
す
。（
日
国
）　

〇
け
っ
こ

う
＝
立
派
な
こ
と
、
見
事
な
こ
と
（
岩
波
古
語
）　

〇
ひ
た
と
＝
ひ
た
す
ら

以
好
學
論
終

│
此
書
の
い
つ
ち
し
ま
い
に 

好
学
論
で
終
わ
っ
た
。
天
地
の

間
に
学
問
の
仕
様
の
よ
い
と
云
う
に
、
顔
子
よ
り
外
は
な
い
。
今
日
、
学
ぶ

者
は
、
又
、
顔
子
を
目
当
て
、
あ
の
様
に
と
思
う
ゆ
え
、
好
学
論
で
終
わ
る
。

好
学
論
は
、
伊
川
の
書
か
れ
て
、
顔
子
の
学
の
仕
様
を
書
い
た
。
い
か
な
る

者
で
も
目
当
て
で
す
る
。
た
と
え
ば
下
手
で
も
、ね
ら
う
処
は
的
の
黒
星
ぞ
。

上じ
ょ
う
ず手の
ね
ら
う
と
て
も
黒
星
ぞ
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同
じ
。
畢
竟
学
を
し
て

も
、顔
子
へ
詰
め
ぬ
と
役
に
立
た
ぬ
。
顔
子
は
学
問
で
、つ
い
に
聖
人
に
な
っ

た
。

 

〇
い
つ
ち
し
ま
い
＝
一
番
最
後
。　

○
好
学
論
＝
北
宋
の
程
頤
（
字
は
正
叔
、

号
は
伊
川
）
の
「
顔
子
所
好
何
學
論
」（『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
第
八
・
伊
川

先
生
文
四
に
所
収
。『
二
程
集
』
中
華
書
局
、
五
七
七
頁
）　

〇
仕
様
＝
方
法
・

や
り
方
。

題　

名
付
け
る
と
云
う
こ
と
。

繕
寫　

書
物
出
来
て
清
書
済
み
て
、

亟
謂
余

│
書
出
来
る
と
そ
の
ま
ま
安
正
方
へ
も
た
せ
て
や
っ
て
、
此
の
書

を
編
ん
だ
に
は
、
深
い
思
い
入
れ
が
あ
る
。
其
の
段
は
こ
う
こ
う
と
、
口
上

に
云
う
て
や
っ
た
。
其
の
言
を
こ
こ
に
載
せ
た
も
の
。

 

〇
安
正
＝
浅
見
絅
斎
（
一
六
五
二
―
一
七
一
二
）
の
諱
。
佐
藤
直
方
と
共
に

崎
門
三
傑
の
一
人
。
直
方
の
依
頼
で
、
本
講
義
の
序
文
を
執
筆
。

此
書
之
編
非
他
、
こ
れ
か
ら
其
の
こ
と
を
云
う
。
此
の
書
を
編
ん
だ
は
、
別

に
物
好
き
で
す
る
で
も
な
い
。
深
い
意
思
あ
れ
ば
な
り
。
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聖
學
之
道

│
聖
学
の
い
き
す
ぢ
、
何
に
不
足
な
く
、
ど
こ
に
胡
乱
な
こ
と

の
無
い
よ
う
に
、
朱
子
の
し
て
お
か
れ
て
、
ち
っ
と
も
残
っ
た
こ
と
な
い
を
、

も
そ
っ
と
云
う
て
お
か
れ
そ
う
な
も
の
じ
ゃ
と
云
う
様
な
こ
と
は
な
い
。
然

る
に
、
今
時
、
朱
子
な
ど
を
、
と
か
く
と
云
う
も
の
は
、
ち
ょ
う
ど
日
月
を

も
そ
っ
と
大
き
く
ば
良
か
ろ
う
と
云
う
様
な
も
の
ぞ
。
其
の
様
な
も
の
は
、

ど
う
も
し
し
ょ
う
よ
う
は
な
い
。

 

〇
い
き
す
じ
＝
息
筋
。
力
を
入
れ
て
顔
に
筋
を
出
す
。
精
を
出
し
て
物
事
を

す
る
。
ま
た
、
力
の
あ
り
そ
う
な
様
子
を
す
る
。
い
き
り
立
つ
。（
日
国
）

（
息
筋
を
張
る
＝
一
生
懸
命
に
力
を
出
す
。
努
力
し
て
物
事
を
す
る
。（
岩
波

古
語
）。
あ
る
い
は
、「
工
夫
」
の
こ
と
か
？　

生
き
筋
？　

行
き
筋
？　

〇

ど
う
も
し
し
ょ
う
よ
う
は
な
い
＝
不
明
で
あ
る
が
、
講
義
の
他
の
条
に
類
似

の
表
現
が
頻
出
す
る
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
意
か
。

然
朱
子
已
没

│
そ
れ
ほ
ど
朱
子
の
手
を
入
れ
て
お
か
れ
た
な
れ
ば
、
よ
く

あ
ろ
う
こ
と
じ
ゃ
に
、
か
な
し
い
は
、
朱
子
没
し
て
の
後
、
朱
門
か
ら
が
、

は
や
と
り
そ
こ
の
う
た
。元
・
明
へ
至
っ
て
は
、い
ろ
い
ろ
悪
う
な
っ
て
、ち
ょ

う
ど
釈
迦
の
法
が
、
後
に
八
宗
と
云
う
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
に
な
っ
た
と
同

じ
。
こ
れ
は
釈
迦
の
本
意
で
は
な
い
は
ず
ぞ
。

 

〇
八
宗
＝
平
安
時
代
に
広
く
行
わ
れ
た
、
仏
教
の
八
つ
の
宗
派
。
す
な
わ
ち
、

倶
舎
・
成
実
・
律
・
法
相
・
山
論
・
華
厳
の
南
都
六
宗
に
、
天
台
・
真
言
を

加
え
た
者
の
総
称
。
八
家
。（
日
国
）

浸
、

と
通
用
、
そ
ろ
そ
ろ
と
云
う
こ
と
。

 

〇
そ
ろ
そ
ろ
＝
あ
る
状
態
に
向
か
っ
て
徐
々
に
進
行
す
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
。

次
第
次
第
に
。
少
し
ず
つ
。
だ
ん
だ
ん
と
。
お
い
お
い
。（
日
国
）

雖
稱

│
そ
の
よ
う
な
異
学
の
分
は
是
非
も
無
し
。
さ
し
あ
た
っ
て
朱
子
学

じ
ゃ
と
云
う
も
の
が
皆
違
う
ぞ
。
其
の
生
き
方
を
見
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
に
違

う
て
い
く
色
に
も
な
っ
た
。
此
の
段
が
歎
か
し
う
て
、
此
の
書
を
編
ん
だ
。

大
率

│
こ
れ
か
ら
せ
っ
か
く
学
を
す
る
と
云
う
者
が
、
皆
、
朱
子
に
違
う

た
と
云
う
わ
け
を
云
う
。

 

〇
せ
つ
か
く
＝
折
角
。
力
を
尽
く
す
こ
と
。
骨
を
折
る
事
。（
日
国
）

高
明

│
な
と
云
う
は
、
い
こ
う
器
用
な
知
の
は
た
ら
き
あ
る
。
高
上
な
む

ま
れ
つ
き
な
も
の
は
、
き
っ
と
丁
寧
な
格
に
は
ま
っ
た
こ
と
を
ば
せ
ぬ
。
ど

う
し
て
も
知
の
冴
え
た
も
の
は
、
其
の
よ
う
な
こ
と
は
く
ど
く
ど
と
し
て
、
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埒
あ
か
ぬ
様
に
思
う
て
せ
ぬ
ぞ
。

 

〇
い
こ
う
＝
一
向
。
ひ
た
す
ら
。　

〇
む
ま
れ
つ
き
＝
生
ま
れ
つ
き　

〇
く

ど
く
ど
＝
し
つ
こ
く
繰
り
返
し
て
言
う
さ
ま
、
う
る
さ
く
長
々
と
し
ゃ
べ
る

さ
ま
を
表
わ
す
語
。（
日
国
）

渾
厚

│
又
丁
寧
な
、
律
儀
な
も
の
は
、
学
は
と
か
く
行
い
じ
ゃ
。
其
の
よ

う
に
何
も
か
も
知
る
と
云
う
よ
う
な
こ
と
は
、
何
の
益
が
な
い
と
云
う
て
、

せ
ぬ
。
た
だ
大
学
一
部
で
済
む
。
大
学
と
云
う
て
も
、
八
条
目
ば
か
り
で
よ

い
と
云
う
よ
う
に
な
る
ぞ
。
こ
れ
は
ど
れ
も
片
ゆ
き
で
悪
い
。
そ
の
様（
に
）、

無
性
に
云
う
た
も
の
で
は
な
い
。
顔
子
は
貧
究
で
、
陋
巷
に
居
れ
ど
も
、
天

下
を
治
む
る
こ
と
を
問
わ
れ
た
れ
ば
、
孔
子
の
四
代
の
礼
楽
を
仰
せ
聞
か
さ

れ
た
ぞ
。
ち
ょ
う
ど
兵
法
き
ら
い
な
も
の
は
、
兵
法
は
使
わ
ず
と
よ
い
。
心

さ
へ
ろ
く
な
れ
ば
と
云
う
。
又
兵
法
好
き
な
者
は
、
万
事
を
捨
て
、
兵
法
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
よ
う
な
も
の
。
こ
れ
は
ど
っ
ち
も
悪
い
ぞ
。
本
賢

の
い
き
は
、
一
心
も
随
分
ろ
く
で
、
さ
て
さ
て
兵
法
を
も
知
る
で
の
う
て
は

役
に
立
た
ぬ
ぞ
。

 

〇
片
い
き
＝
一
方
に
ば
か
り
か
た
よ
る
こ
と
。
か
た
ゆ
き
。（
日
国
）　

〇
無

性
＝
分
別
の
な
い
さ
ま
。
道
理
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
。
で
た
ら
め
（
日
国
）　

〇
四
代
＝
『
論
語
』
衛
靈
公
篇
に
、「
顏
淵
問
爲
邦
。
子
曰
、
行
夏
之
時
、
乘

殷
之
輅
、
服
周
之
冕
、
樂
則
韶
舞
、
放
鄭
聲
、
遠
佞
人
。
鄭
聲
淫
、
佞
人
殆
。」

と
あ
る
。
そ
の
朱
注
に
、「
程
子
曰
、
問
政
多
矣
。
惟
顏
淵
告
之
以
此
。
蓋
三

代
之
制
、
皆
因
時
損
益
。
及
其
久
也
、
不
能
無
弊
。
周
衰
、
聖
人
不
作
。
故

孔
子
斟
酌
先
王
之
禮
、
立
萬
世
常
行
之
道
。
發
此
以
爲
之
兆
爾
。
由
是
求
之
、

則
餘
皆
可
考
也
。　
『
河
南
程
子
遺
書
』
巻
十
七　

伊
川
先
生
語
三
に
、「
三

王
之
法
、
各
是
一
王
之
法
。
故
三
代
損
益
文
質
、
隨
時
之
宜
。
若
孔
子
所
立

之
法
、
乃
通
萬
世
不
易
之
法
。
孔
子
於
他
處
亦
不
見
説
、
獨
答
顏
囘
云
、
行

夏
之
時
、
乘
殷
之
輅
、
服
周
之
冕
、
樂
則
韶
舞
。
此
是
於
四
代
中
舉
這
一
箇

法
式
、
其
詳
細
雖
不
可
見
、
而
孔
子
但
示
其
大
法
、
使
後
人
就
上
修
之
。
二

千
年
來
、
亦
無
一
人
識
者
。」（
理
学
叢
書
『
二
程
集
』
中
華
書
局
、
一
七
四

頁
）　

〇
ろ
く
（
陸
・
碌
）
＝
物
が
ゆ
が
ま
な
い
で
、
ま
っ
す
ぐ
な
こ
と
。

姿
、
形
が
正
し
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。（
日
国
）　

直
・
完
・
正
も
当

て
ら
れ
る
（
岩
波
古
語
）

 

※
と
こ
ろ
で
直
方
は
該
博
を
こ
と
と
す
る
博
識
の
学
問
を
嫌
っ
た
が
、
こ
れ
は

闇
斎
学
派
根
本
の
理
念
と
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
荻

生
徂
徠
は
、「
嘉
右
衛
門
流
は
、
四
書
近
思
録
小
学
と
立
て
候
ふ
分
に
て
、
易

本
義
ま
で
の
学
問
に
て
、
広
く
学
び
候
ふ
を
雑
学
と
申
し
嫌
い
候
ふ
」（『
学

寮
了
簡
書
』）
と
解
説
批
判
し
て
い
る
。
嘉
右
衛
門
流
は
、
闇
斎
学
派
と
言
う

の
に
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
狭
く
深
く
書
物
に
沈
潜
し
、
人

の
道
を
体
認
自
得
し
躬
行
す
る
、
と
い
う
の
が
闇
斎
学
派
の
行
き
方
で
あ
り
、
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こ
の
一
派
の
特
色
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
博
学
多
識
は
こ
の
学
派
に
お
い
て

は
む
し
ろ
タ
ブ
ー
で
あ
っ
て
、〝
玩
物
喪
志
〞、
す
な
わ
ち
心
の
本
来
の
姿
を

見
失
わ
せ
る
無
用
の
長
物
に
す
ぎ
な
い
と
看
為
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
叢

書
日
本
の
思
想
家
12
『
佐
藤
直
方
・
三
宅
尚
斎
』、
明
徳
出
版
社
、
吉
田
健

舟
・
海
老
田
輝
巳
、
十
六
頁
）

由
乎
資
質

│
は
、
そ
の
生
ま
れ
つ
き
得
て
、（
其
意
智
所
熟
）

│
そ
の

方
へ
熟
す
る
。

日
見
其
趣
、
毎
日
、
毎
日
、
其
の
吾
、
え
か 

た
か
た
へ
目
が
つ
い
て
、
そ
の

方
の
理
が
見
ゆ
る
。

 

〇
え
〜
＝
動
詞
連
用
形
の
「
え
」
が
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
。
得
る
。

（
岩
波
古
語
）　

○
か
た
か
た
＝
片
一
方
。

不
務
者

│
彼
才
知
あ
る
者
は
、
格
に
は
ま
っ
た
こ
と
を
離
れ
て
、
吾
が
ま

ま
に
﨟
次
も
無
う
な
る
ぞ
。
ち
ょ
う
ど
一
休
の
徒
の
ご
と
し
。

 

〇
﨟
次
も
無
う
な
る
＝
﨟ら
っ
し次
は
、
順
序
・
秩
序
の
意
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な

る
。　

○
一
休
の
徒
＝
一
休
は
、
室
町
中
期
の
臨
済
宗
の
僧
。
法
名
は
宗
純
。

別
号
、
狂
雲
子
。
後
小
松
天
皇
の
落
胤
と
も
い
う
。
華
叟
宗
曇
の
法
を
嗣
ぐ
。

京
・
堺
な
ど
を
転
々
と
し
た
後
、
大
徳
寺
の
住
職
と
な
り
、
禅
界
の
刷
新
に

尽
く
し
た
。
ま
た
、
伝
説
的
な
奇
行
の
持
ち
主
と
し
て
、「
一
休
咄
」
や
、
読

本
「
本
朝
酔
菩
提
」、
歌
舞
伎
「
鶴
千
歳
曾
我
門
松
」
な
ど
に
作
ら
れ
た
。

（
日
国
）
一
休
の
弟
子
に
つ
い
て
の
参
考
資
料
と
し
て
は
、
平
野
宗
浄
「
一
休

和
尚
と
そ
の
弟
子
達
」（
禅
文
化
研
究
所
紀
要
12
、
禅
文
化
研
究
所 

編
、
一

九
八
〇
年
、
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。
一
休
の
弟
子
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
型

に
は
ま
ら
な
い
言
行
が
見
ら
れ
た
か
、
ま
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
一
休
の
教

え
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
、
実
際
の
例
は
管
見
の
限
り
不
詳
で
あ
る
。

『
佛
教
大
事
典
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
）
の
「
大
徳
寺
派
」
の
項
目
を
見
る

と
、「
室
町
中
期
に
官
刹
か
ら
は
ず
し
林
下
と
し
て
の
展
開
を
な
し
、
戦
国
期

か
ら
近
世
初
期
に
寺
勢
は
興
隆
し
、
江
戸
中
期
の
調
査
に
よ
る
と
末
寺
五
〇

九
か
寺
を
有
し
た
」
と
あ
り
、
佐
藤
の
時
代
に
も
盛
ん
に
布
教
を
行
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
、
数
々
の
奇
行
や
破
戒
を

行
っ
た
と
い
う
一
休
自
身
の
逸
話
な
ど
に
よ
る
連
想
か
ら
、
型
破
り
で
あ
る

こ
と
の
例
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

不
力
者

│
又
丁
寧
者
は
い
よ
い
よ
も
の
を
省
い
て
省
約
に
な
る
。

安
于
固
陋
と
云
う
は
、
後
に
は
何
も
知
ら
ぬ
様
に
な
る
、
た
■
の
う
し
て
そ

れ
で
、
ほ
に
学
と
云
う
も
の
じ
ゃ
と
覚
え
て
を
る
。
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〇
ほ
に
＝
本
当
に
。

其
他

│
先
づ
悪
う
な
っ
た
此
二
つ
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
に
書
き
付
け
た
こ

と
で
は
な
い
。
そ
の
外
、
中
々
、
数
え
た
て
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
何
ほ

ど
と
云
う
が
、
き
り
は
な
い
。

各
有

│
今
時
の
誰
か
流
、
何
流
と
云
う
よ
う
に
な
っ
た
は
、
学
の
上
に
は

な
い
筈
ぞ
。さ
し
あ
た
っ
て
嘉 

右
エ
門
流
と
云
う
か
ら
が
な
い
は
づ
の
こ
と
。

 

○
嘉
右
エ
門
＝
山
崎
闇
斎
の
通
称
。
諱
は
嘉
、
字
は
敬
義
。　

○
か
ら
が
＝

起
点
を
示
す
格
助
詞
「
か
ら
」
に
、
格
助
詞
「
が
」
の
付
い
た
も
の
。
体
言

ま
た
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
受
け
、「
…
か
ら
は
じ
め
て
」「
…
を
は
じ

め
と
し
て
」
の
意
を
表
す
。（
日
国
）

自
古

│
此
の
段
が
古
か
ら
の
気
の
毒
ぞ
。
さ
れ
ど
も
、
ま
だ
古
に
は
其
様

（
な
）
だ
れ
か
流
と
云
う
よ
う
に
は
無
か
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
、
此
の

気
の
毒
が
別
し
て
甚
だ
し
う
な
っ
た
。

 

○
気
の
毒
＝
他
人
の
不
幸
、
苦
痛
、
難
儀
な
ど
に
同
情
し
て
心
を
痛
め
る
さ

ま
。（
日
国
）　

残
念
に
思
う
こ
と
。

以
故

│
こ
う
し
た
処
が
嘆
か
（
わ
）
し
い
故
、
中
々
、
私
づ
れ
の
短
才
を

以
て
、
身
の
程
を
も
顧
み
ず
に
、
慮
外
な
が
ら
、
此
の
書
を
編
ん
だ
。

 

〇
づ
れ
＝
〜
の
ご
と
き
・
〜
の
よ
う
な
く
だ
ら
ぬ
も
の　

〇
短
才
＝
才
能
の

劣
っ
て
い
る
こ
と
。
才
能
の
乏
し
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
ま
た
、
自
分

の
才
能
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
。（
日
国
）

収
録

│
さ 

て
此
の
編
集
し
た
か
ら
が
、自
身
の
了
簡
を
書
い
た
で
は
な
い
。

皆
朱
子
の
語
で
、
朝
夕
講
究
し
た
中
で
、
精
し
く
は
っ
き
り
と
し
た
語
を
あ

つ
め
た
。

 

〇
て
か
ら
が
＝
近
世
以
後
に
見
ら
れ
、
全
体
で
接
続
助
詞
の
よ
う
に
用
い
る
。

逆
説
の
意
を
表
わ
す
。
…
て
も
。
…
し
た
と
こ
ろ
で
。（
日
国
）

欲
出
入

│
さ
て
學
は
明
徳
新
民
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
わ
れ
は
せ
ず
に
せ
よ
で

は
な
い
。
先
ず
此
の
書
を
編
ん
だ
は
、
我
が
身
に
其
の
よ
う
な
意
気
に
な
ら

ぬ
様
に
と
思
う
て
、
戒
め
に
す
る
た
め
に
編
ん
で
お
い
た
。
出
る
に
も
入
る

に
も
、
立
つ
に
も
、
坐
す
る
に
も
、
此
の
書
を
携
え
て
、
終
身
の
戒
に
せ
ん

と
な
り
。
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○
明
德
新
民
＝
『
大
学
』
の
三
綱
領
の
う
ち
の
二
つ
。
も
う
一
つ
は
「
止
至

善
」。　

〇
意
気
＝
心
に
溢
れ
る
元
気
。
気
合
。
気
概
。
い
き
ご
み
。（
日
国
）

こ
こ
で
は
、「
気
持
ち
」
の
意
か
。

至
於
同
志

│
こ
こ
の
同
志
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
安
正
ぞ
。

因
事

│
そ
の
事
に
つ
き
、
そ
の
病
症
に
よ
っ
て
、
此
の
鞭
策
を
薬
に
し
て
、

此
に
あ
て
て
み
る
と
、
つ
ん
と
知
る
る
。
た
と
え
ば
、
目
分
ト
ウ
で
、
こ
れ

は
十
匁
も
ん
め有
ろ
う
、
是
れ
は
十
五
匁
有
ろ
う
と
云
う
て
、
上
へ
下
へ
と
云
い
合

う
て
も
、
一
つ
も
埒ら
ち

は
無
い
が
、
そ
こ
へ
秤
は
か
りを

出
し
て
、
か
け
て
み
す
る
と
、

ど
う
も
云
い
合
う
こ
と
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
我
が
の
は
朱
子

学
じ
ゃ
、
こ
れ
が
の
は
朱
子
じ
ゃ
と
云
う
て
も
、
こ
の
鞭
策
を
あ
て
て
見
る

と
、
そ
の
ま
ま
知
れ
て
、
な
ん
の
か
の
と
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
云
い
及
ば

ず
、
埒
明
け
て
く
る
。

 

〇
つ
ん
と
＝
全
く　

○
目
分
ト
ウ
＝
目
分
量
（
め
ぶ
ん
り
ょ
う
）
も
し
く
は

目
見
当
（
め
け
ん
と
う
）
の
誤
り
か
。　

〇
ど
う
も
＝
い
か
に
も
。
ま
っ
た

く
。（
岩
波
）　

〇
埒
明
く
＝
決
着
が
つ
く
、
片
付
く
。

夫
資
質

│
お
れ
は
こ
う
、
あ
（
っ
）
ち
は
こ
う
と
云
う
様
に
。
そ
の
気
質

の
片
ゆ
き
、
私
意
の
私
を
云
う
に
及
ば
ぬ
。
そ
の
ま
ま
埒
明
く
。

 

〇
片
ゆ
き
＝
偏
り
。

是
乃

│
こ
れ
が
、
今
日
、
こ
の
書
を
編
ん
だ
本ほ
い意
ぞ
。

恐
後
日

│
こ
う
存
じ
よ
っ
た
。
端
的
で
は
、
よ
け
れ
ど
も
、
ほ
ど
経
つ
に

従
う
て
、
後
日
に
こ
の
心
が
け
を
忘
れ
う
か
と
、
思
う
て
、
気
遣
い
な
ほ
ど

に
、
此
の
わ
け
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
、
此
の
段
を
序
に
記
し
て
た
も
れ
と
、
是こ
こ

ま
で
直
方
の
口
上
に
云
う
て
や
ら
れ
た
。
其
の
趣
き
な
り
。

＊
余
毎
歎
意
、
人
生
賦
壽
能
逮
百
年
者
希
矣
。
＊
其
間
穉

戯
惰
老
耄
衰
懶
、
殆
＊

居
其
半
、
而
＊
天
下
無
無
事
之
人
、
則
其
可
用
力
於
學
者
、
多
不
過
三
二
＊
十
年
、

而
＊
病
累
憂
故
不
與
焉
。
＊

有
從
學
者
、
則
記
問
詞
藻
之
好
有
害
其
術
、
＊
利
澤

聲
名
之
誘
＊
有
奪
其
志
、
而
＊
世
味
經
歴
之
熟
又
＊
有
薫
鑠
蠹
触
乎
其
中
、
則
＊
方

且
淪
胥
以
陷
於
＊
鄙
僻
壞
堕
之
域
之
不
暇
、
而
況
於
望
其
有
得
哉
。
＊
設
使
有
脱

然
能
惡
世
累
俗
學
之
陋
欲
有
所
自
立
者
。
然
已
無
明
師
良
友
指
示
輔
導
之
、
則
＊

雖
朱
子
全
書
具
在
、
而
茫
不
知
門
庭
塗
轍
之
大
端
、
乃
何
以
得
實
識
固
守
及
時
進

脩
以
不
自
失
乎
。
＊
如
此
不
但
背
朱
子
平
日
之
訓
、
而
眩
惑
擬
似
之
間
、
將
墜
彼

＊

淫
妖
妄
之
説
而
不
自
知
焉
。
則
其
害
又
復
有
甚
焉
者
。
＊
是
豈
不
可
惜
之
尤
。
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余
毎

│
是こ
こ
か
ら
又　

安
正
の
嘆
き
が
あ
る
ぞ
。
人
間
の
寿
命
、
残
り
多
う

な
い
よ
う
に
、
思
う
よ
う
に
生
き
て
、
百
年
ぞ
。
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
。

然
れ
ど
も
、
先
百
年
に
し
て
、
さ
て
其
の
内
を
引
い
て
と
る
ぞ
。

 

〇
人
生
七
十
古
来
稀
＝
杜
甫
「
曲
江
」
に
「
朝
回
日
日
典
春
衣
、
每
日
江
頭

盡
醉
歸
。
酒
債
尋
常
行
處
有
、
人
生
七
十
古
來
稀
。」
と
あ
る
。

其
間

│
そ
の
百
年
の
内
で
も
、
先
、
い
こ
う
幼
さ
の
時
は
た
だ
無
駄
遊
び

を
し
て
お
る
。
此
の
う
ち
は
な
ら
ぬ
。
さ
て
又
も
は
や
年
よ
っ
て
六
七
十
に

も
な
る
と
、
又
気
根
お
と
ろ
え
て
、
も
の
ぐ
そ
う
な
っ
て
、
も
は
や
な
ら
ぬ
。

居
其
半
、
そ
の
幼
さ
の
内
と
、
老
耄
を
引
く
と
、
百
年
生
き
る
と
云
う
も
の

は
な
い
も
の
じ
ゃ
が
、
ま
づ
百
年
生
き
る
に
し
て
も
、
其
の
両
方
に
引
く
と
、

半
分
ひ
け
て
、
五
十
年
な
ら
で
は
、
学
問
す
る
ひ
ま
は
な
い
。

 

〇
な
ら
で
は
＝
し
か
。（
旺
文
社
古
語
）

天
下

│
さ
て
天
下
中
に
、
た
だ
寝
て
ば
か
り
お
る
も
の
は
な
い
ぞ
。
相
応

に
所
作
の
無
い
者
は
無
い
、
そ
れ
に
引
く
と
、
学
問
を
す
る
間
は
多
い
分
で
、

二
、三
十
年
な
ら
で
は
な
い
。
三
二
十
年
と
云
う
て
も
、
二
三
十
年
と
書
い

て
も
同
じ
こ
と
ぞ
。
文
章
の
法
で
、
こ
う
書
く
ぞ
。
書 

経
な
ど
に
も
あ
る
こ

と
ぞ
。

 

○
書
経
＝
『
書
経
』
無
逸
に
、「
或
十
年
、
或
七
八
年
、
或
五
六
年
、
或
四
三

年
」
と
あ
る
を
指
す
か
。

病
累

│
そ
の
内
に
此
の
類
は
入
れ
ぬ
ぞ
。
天
下
中
の
も
の
に
煩
わ
ぬ
者
、

不
仕
合
わ
せ
の
な
い
と
云
う
者
も
な
い
も
の
ぞ
。
是
れ
に
も
引
け
が
あ
れ
ど

も
、
こ
れ
ら
は
そ
の
数
に
入
れ
ぬ
。
こ
れ
に
引
く
と
、
い
よ
い
よ
少
の
う
な

る
。有

│
そ
れ
程
、
僅
か
の
間
は
、
学
を
す
る
暇
ゆ
え
、
随
分
、
大
切
な
こ

と
ぞ
。
其
の
内
、
た
ま
た
ま
こ
の
大
切
な
暇
を
用
い
て
、
学
を
し
よ
う
と
思

う
て
も
、
そ
の
仕
方
が
よ
う
や
く
、
今
所
謂
博
識
の
域
、
さ
て
詩
文
の
学
ぞ
。

ど
れ
も
し
た
い
、
其
の
よ
う
に
悪わ
る
言
う
て
は
な
い
。
朱
子
も
詩
文
を
も
多
く

書
か
れ
た
ぞ
。
根
に
義
理
が
立
ち
て
い
て
す
れ
ば
よ
い
が
、
山
谷
や
、
東
坡

や
、
杜
子
美
な
ど
の
よ
う
な
は
、
何
に
役 

に
立
た
ぬ
。
今
の
俳
諧
を
す
る
も

同
じ
こ
と
ぞ
。

 
○
杜
子
美
な
ど
〜
役
に
立
た
ぬ
＝
杜
甫
の
詩
を
「
閑
言
語
」
と
し
た
の
は
、

程
伊
川
で
あ
る
。「
且
如
今
言
能
詩
無
如
杜
甫
、
如
云
『
穿
花
蛺
蝶
深
深
見
、

点
水
蜻
蜓
款
款
飛
』（
曲
江
）、
如
此
閑
言
語
、
道
出
做
甚
。」（『
程
氏
遺
書
』



102

巻
一
八
、『
二
程
集
』、
二
三
九
頁
）
と
言
う
。
朱
子
は
、
杜
甫
の
詩
を
愛
誦

し
（『
朱
子
語
類
』
巻
一
〇
七
）、『
杜
詩
考
異
』
を
著
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の

暇
が
無
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
（
同
・
巻
一
四
〇
）。

利
澤

│
さ
て
は
又
た
ま
た
ま
す
る
も
の
は
、
此
の
大
学
を
読
む
と
、
は
や

後
で
知
行
で
も
取
る
と
云
う
よ
う
に
、
利
欲
に
か
か
っ
て
す
る
か
、
又
は
そ

れ
ぜ
う
そ
こ
に
此
の
よ
う
な
学
者
が
あ
っ
て
と
、
ほ
め
ら
れ
た
が
っ
て
す
る

か
ぞ
、

 

〇
知
行
＝
「
ち
ぎ
ょ
う
」
と
訓
み
、
領
地
・
俸
禄
の
意
。　

〇
そ
れ
ぜ
う
＝

「
そ
れ
じ
ょ
う
」
＝
「
そ
れ
で
う
」。「
そ
れ
に
よ
っ
て
」
の
意
。「
ぜ
う
・

じ
ょ
う
・
で
う
」
は
、
接
続
詞
の
よ
う
に
用
い
て
、「
〜
に
よ
っ
て
、
〜
の

で
」
の
意
。

有
奪

│
最
前
、
殊
勝
に
学
を
し
よ
う
と
思
い
入
れ
た
志
を
、
皆
、
引
き
奪

わ
れ
た
。

世
味
と
云
う
は
、世
上
の
う
ま
い
心
よ
い
こ
と
。
や
つ
し
家
に
お
る
よ
り
は
、

結
構
な
家
に
お
る
が
よ
し
、
悪
い
衣
服
を
着
る
よ
り
、
良
い
を
着
る
が
よ
い

と
云
う
類
、（
経
歴
）
そ
れ
に
ひ
た
と
ふ
れ
る
、熟
す
る
に
し
た
が
っ
て
、（
有

薫
鑠
蠹
触
乎
其
中
）
そ
の
内
を
ふ
す
べ
虫
食
う
様
に
な
る
、

 

〇
や
つ
し
＝
み
す
ぼ
ら
し
い
。　

〇
ひ
た
と
＝
ぴ
っ
た
り
と
。　

〇
ふ
れ
る

＝
触
れ
る
。
関
わ
る
。　

〇
ふ
す
べ
＝
燻
べ
る
。
煙
を
立
て
る
。
く
す
ぶ
る
。

方
且

│
そ
の
方
へ
陥
り
沈
ん
で
、

鄙
僻

│
に
お
ち
入
り
て
、
そ
こ
の
さ
ま
で
は
、
中
々
、
聖
人
の
学
を
得
る

こ
と
が
成
ろ
う
や
、
成
る
ま
い
■
と
。

設
使

│
今
で
も
大
勢
の
中
に
は
、
ま
だ
ふ
っ
と
、
藻も

抜ぬ

け
て
、
彼
の
世
味

俗
学
の
い
き
を
憎
ん
で
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
聖
学
を
窺
う
て
と
思
う
も
の
が
あ
っ
た

で
も
、
ま
づ
よ
い
師
が
無
し
、
又
友
が
無
い
か
ら
、
ど
う
も
な
ろ
う
様
が
無

い
ぞ
。
そ
の
こ
と
を
云
う
て
聞
か
す
る
者
が
、
と
り
違
う
た
こ
と
を
云
う
て

聞
か
せ
て
は
、
志
は
あ
り
て
も
、
ど
う
も
成
ら
ぬ
は
ず
ぞ
。

 

〇
も
抜
け
て
＝
脱
皮
し
て
、
成
長
し
て
。　

〇
あ
っ
た
で
も
＝
あ
っ
た
と
し

て
も

雖
朱
子

│
四
書
五
経
、
近
思
録
、
語
類
、
文
集
多
た
い
不
足
の
う
、
た
く

さ
ん
に
あ
っ
た
と
云
う
て
も
、そ
れ
を
わ
け
を
云
う
て
聞
か
せ
手
が
無
い
故
、

何
処
か
ら
し
て
ゆ
く
こ
と
や
ら
、
何
処
が
入
口
や
ら
知
ら
ぬ
ぞ
。
そ
れ
か
ら
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は
、
そ
の
こ
と
を
守
り
、
だ
ん
だ
ん
時
節
相
応
に
、
進
修
す
る
こ
と
も
な
ら

ぬ
は
ず
ぞ
。

如
此
不
但

│
此
の
よ
う
な
は
、
朱
子
平
日
の
教
え
に
背
い
た
と
云
う
ば
か

り
で
の
う
て
、
何
を
仕
分
け
た
こ
と
も
な
く
、
う
ろ
う
ろ
し
て
お
る
中
に
つ

い
、
か
の

淫
妖
妄
の
説
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
信
ず
る
ぞ
。
こ
ち
が
と
く
と

合
点
ゆ
か
ぬ
故
、
い
か
さ
ま
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
と
、
云
う
様
に
な
る

ぞ
。
此
の
害
は
、
又
い
こ
う
甚
だ
し
い
ぞ
。

 

〇
い
か
さ
ま
＝
な
る
ほ
ど

是
豈

│
こ
の
段
は
、
さ
て
さ
て
惜
し
い
こ
と
ぞ
。
よ
い
師
あ
れ
ば
、
な
に

か
自
立
す
る
人
ゆ
え
、
い
か
ば
か
り
よ
く
な
る
に
、
さ
て
さ
て
、
こ
れ
は
惜

し
い
の
至
極
ぞ
。

而
＊
今
一
得
此
編
、
潛
心
熟
復
之
、
則
朱
子
教
人
之
要
、
所
始
乎
立
志
而
終
乎
爲

聖
者
、
粲
然
明
該
如
白
日
大
路
冬
縕
夏
葛
不
可
得
而
易
、
而
又
不
可
得
而
闕
矣
。

＊
由
是
用
力
而
＊
益
及
其
全
書
、
＊
細
考
篤
踐
孜
孜
不
已
、
則
向
上
所
詣
、
其
不
可

測
矣
。
然
則
此
編
之
成
爲
今
日
學
者
之
大
幸
、
亦
豈
可
勝
言
也
哉
。

今
一
得

│
こ
れ
は
安
正
か
く
あ
い
さ
つ
ぞ
。
右
の
通
り
に
は
あ
れ
ど
も
、

仕
合
わ
せ
な
こ
と
に
は
、
此
の
書
が
出
来
た
故
、
こ
れ
を
さ
へ
見
た
な
れ
ば
、

朱
子
の
人
を
教
ゆ
る
、
行
き
方
を
知
る
こ
と
が
成
る
。
其
の
次
第
は
、
ま
づ

立
志
が
始
め
で
、
終
わ
り
は
聖
人
に
な
る
と
云
う
こ
と
、
き
ら
り
と
、
明
ら

か
に
、
何
処
に
曇
り
か
か
り
無
う
、
は
っ
き
り
と
よ
う
知
れ
て
お
る
。
其
の

わ
け
は
、
ど
う
も
こ
れ
を
一
つ
欠
く
こ
と
も
、
替
え
る
こ
と
も
な
ら
ぬ
。

由
是　

こ
の
書
に
よ
っ
て
、

益
及
其
全
書
、
こ
の
書
を
さ
え
見
れ
ば
、
何
も
要
ら
ぬ
と
云
う
様
な
は
、
悪

い
ぞ
。
こ
の
書
を
見
て
お
い
て
、
そ
の
筋
を
立
て
、
さ
て
朱
子
の
書
の
文
を

ば
、
残
ら
ず
吟
味
す
る
が
よ
い
。

細
考

│
随
分
、
明
細
丁
寧
に
、
考
え
て
、
そ
の
通
り
に
と
っ
く
り
と
行
い

て
、
毎
日
毎
日
、
間
断
な
い
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
、
此
れ
以
後
、
段
々
上
達

す
る
処
が
、
何
ほ
ど
の
こ
と
に
な
ろ
う
や
ら
、
計
ら
れ
ぬ
。
切
り
は
な
い
ぞ
。

こ
れ
で
見
れ
ば
、
此
の
書
の
出
来
た
と
云
う
は
、
さ
て
さ
て
意
外
、
学
者
の

仕
合
わ
せ
ぞ
。
そ
の
段
は
ど
う
も
言
い
尽
く
さ
れ
ぬ
ぞ
。

 

〇
と
っ
く
り
と
＝
「
篤
と
」
の
音
便
訛
。
念
を
入
れ
て
、
よ
く
よ
く
。
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＊
嗚
呼
士
不
學
則
＊
無
可
言
矣
。
＊
苟
有
志
乎
學
、
不
能
於
此
警
惺
奮
勵
、
而
＊
徒

群
居
終
日
、
聚
頭
閑
議
、
因
循
玩
愒
、
＊
取
適
目
前
、
＊
時
馳
歳
去
、
大
耋
將
至
、

其
從
來
所
爲
所
得
、
適
不
勝
其
可
悔
、
而
悲
歎
＊
放
曠
、
＊
直
與
蠢
植
糟
粕
、
共

朽
腐
而
止
、
則
亦
殊
可
恥
、
而
＊
又
獨
何
心
歟
。
是
又
余
之
所
大
歎
而
深
懼
者
、

因
遂
并
書
之
以
庶
幾
乎
＊
鞭
策
之
益
焉
。

嗚
呼

│
そ
の
上
に
も
一
つ
気
の
毒
あ
る
ぞ
。
そ
れ
故
、
あ
あ
と
嘆
ず
。
も

ち
ろ
ん
学
は
天
子
か
ら
庶
人
ま
で
す
る
は
ず
の
こ
と
な
れ
ど
も
、
そ
の
内
で

も
大
学
の
序
に
も
あ
る
通
り
、
士
は
皆
、
大
学
へ
入
る
る
。
町
人
百
姓
は
器

用
な
者
計ば
か

り
を
入
る
る
。
す
れ
ば
先
ず
は
、
士
の
す
る
は
ず
の
こ
と
ぞ
。

無
可
言
と
云
う
は
、
そ
の
す
べ
き
は
ず
の
学
な
れ
ど
も
、
そ
れ
を
せ
ぬ
者
は
、

ど
う
も
し
ょ
う
よ
う
な
い
故
、
そ
れ
に
は
論
は
か
か
ら
ぬ
。

苟
有
志

│
せ
ぬ
者
は
し
ょ
う
こ
と
無
し
。
す
わ
す
る
者
の
分
は
、
こ
の
書

を
み
て
、
は
っ
き
り
と
気
の
つ
い
て
奮
い
立
ち
て
、
せ
ぬ
と
云
う
者
は
な
い

は
ず
ぞ
。

 

〇
す
わ
＝
す
ぐ
に
。

徒
群
居

│
た
だ
大
勢
寄
り
合
っ
て
、何
の
役
に
立
た
ぬ
話
を
し
て
居
り
て
、

ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
日
を
く
ら
す
。

取
適

│
適
は
、
鼻
先
の
自
分
勝
手
な
こ
と
、
何
な
り
と
も
、
我
好
き
な
こ

と
ば
か
り
し
て
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
お
る
。

時
馳

│
そ
う
ふ
ら
つ
き
て
お
る
を
、
四
時
は
待
ち
合
わ
せ
て
お
る
と
云
う

こ
と
な
い
故
、
そ
の
内
に
年
長た

け
て
、
其
の
後
に
は
、
そ
の
仕
方
を
悔
い
て
、

嘆
き
悲
し
む
。

放
曠　

暴
れ
て
横
に
出
る
こ
と
。
是
非
に
及
ば
ず
。
推
し
測
か
り
て
も
な
し
。

ま
ま
よ
と
云
う
て
お
る
。

 

〇
ま
ま
よ
＝
ど
う
と
も
な
れ
。

直
与

│
徳
の
あ
る
者
の
死
ん
だ
は
、
天
地
も
惜
し
み
、
人
も
惜
し
み
ぞ
。

右
の
如
く
の
も
の
の
死
す
る
は
、
ち
ょ
う
ど
虫
け
だ
も
の
、
草
木
な
ど
の
枯

れ
落
つ
る
と
云
う
同
じ
こ
と
ぞ
。

又
獨

│
何
か
そ
の
も
の
じ
ゃ
と
云
う
て
も
、れ
き
れ
き
さ
ぶ
ら
い
じ
ゃ
に
、

何
故
に
、
又
、
そ
の
様
に
な
っ
た
ぞ
。
こ
れ
は
ま
た
な
ん
と
し
た
心
ぞ
や
。
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〇
れ
き
れ
き
＝
は
っ
き
り
。

鞭
策
、
や
は
り
朱
子
の
語
に
あ
る
、
牛
馬
の
鞭
と
云
う
こ
と
ぞ
。
牛
馬
の
歩

き
か
ぬ
る
を
、
鞭
打
つ
と
、
歩
く
ぞ
。
一
旦
、
立
志
で
も
そ
れ
が
つ
い
挫
け

て
、
進
み
か
ね
る
と
き
、
此
の
書
を
、
鞭
打
ち
て
、
追
い
立
て
る
ぞ
。

＊
抑
猶
有
可
慮
者
。
＊
自
今
學
者
讀
此
編
而
講
之
能
有
所
警
勵
興
起
、
則
誰
不
一

旦
勇
進
直
前
以
有
爲
也
。
惟
其
及
乎
＊
日
復
一
日
進
歩
稍
艱
鋭
氣
微
沮
、
則
＊
又

安
知
向
之
所
謂
俗
習
聲
利
之
急
世
味
經
歷
之
熟
者
、
不
乗
虚
投
間
、
引
己
以
入
＊

鄙
僻
壞
堕
之
域
耶
。
＊
語
曰
愼
終
如
始
、
又
曰
靡
不
有
初
、
鮮
克
有
終
、
＊
斯
言

也
。
既
以
自
爲
誦
而
又
為
吾
丈
誦
之
、
又
徧
爲
讀
此
編
者
誦
之
。

 

貞
享
甲
子
九
月
十
五
日　

浅
見
安
正
謹
序

抑
猶

│
抑
（
そ
も
そ
も
）
と
詞
を
立
て
、
此
の
文
に
又
思
案
了
簡
す
べ
き

こ
と
、
あ
る
と
な
り
。

自
今
學
者

│
今
、
学
者
が
、
こ
の
編
を
読
み
て
、
さ
て
も
と
感
心
し
て
、

志
を
立
て
て
進
み
て
行
う
こ
と
は
、
行
う
が
、

日
復
一
日
、
今
日
明
日
と
、
だ
ん
だ
ん
月
日
の
立
ち
て
ゆ
く
こ
と
、
一
旦
は

思
い
入
れ
て
、
志
を
立
つ
る
が
、
ど
う
し
て
も
、
日
の
立
つ
に
従
う
て
、
最

前
、
思
い
こ
ん
だ
時
の
よ
う
に
は
の
う
て
、
ち
っ
と
は
後あ
と
じ
さ退
り
す
る
気
味
で

け
る
ぞ
。
そ
う
し
て
腹
を
立
つ
も
、
一
旦
立
ち
て
、
さ
て
二
三
日
過
ぎ
て
は
、

格
別
、
腹
の
立
ち
よ
う
が
違
う
ぞ
。
ど
う
し
て
も
そ
の
端
的
の
様
に
は
な
い

も
の
ぞ
。
俗
に
言
う
、
今
い
ま
ま
い
り

参
三
日
ぞ
、

 

〇
今
参
三
日
＝
奉
公
人
の
常
と
し
て
、
来
た
当
座
は
忠
実
に
働
く
が
、
間
も

な
く
怠
け
出
す
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
。（
日
国
）

又
安

│
そ
う
志
の
挫
け
た
処
へ
、
前
に
云
う
て
あ
る
。
俗
学
世
味
の
外
邪

が
、
虚
に
乗
じ
て
、
そ
の
ひ
ま
へ
入
る
ぞ
。
そ
れ
か
ら
、
か
の
卑
し
い
、
鄙

僻

│
の
域
へ
引
き
込
ま
れ
て
、
一
生
そ
れ
で
す
む
ぞ
。

語
曰

│
そ
れ
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
始
中
終
、
志
の
変
わ
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
戒

め
に
、
古
語
を
二
つ
引
い
た
。

斯
言
也

│
ど
う
し
て
も
、
人
の
志
と
云
う
も
の
が
、
悪
う
す
る
と
、
立
ち

消
え
し
た
が
る
故
、
此
の
古
語
を
ば
先
ず
自
身
の
戒
め
の
た
め
に
引
い
た
。

さ
て
又
直
方
の
た
め
に
も
引
い
た
ぞ
。
そ
れ
か
ら
う
つ
た
つ
で
は
、
誰
云
う

こ
と
な
し
に
、
あ
ま
ね
く
此
の
書
を
見
る
才
の
者
の
戒
め
に
引
き
た
る
と
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な
り
。

　
　

講
学
鞭＊

策
録

鞭
策
の
二
字
は
、
朱
子
の
語
に
あ
り
。
二
字
と
も
に
、
牛
馬
の
鞭
と
読
む
ぞ
。

牛
馬
の
歩
き
の
甲
斐
無
い
時
に
鞭
で
た
た
く
と
、
足
早
に
な
る
ぞ
。
其
の
こ

と
だ
。
学
者
の
学
に
進
み
か
ぬ
る
を
、
此
の
書
を
鞭
に
し
て
た
た
き
、
立
て

進
ま
す
る
こ
と
ぞ
。
書
ば
か
り
読
ん
で
、
志
の
立
た
ぬ
者
を
追
い
た
つ
る
。

今
時
、
何
ほ
ど
学
問
し
て
も
、
歴
々
の
儒
者
と
言
わ
れ
て
も
、
其
の
身
の
取

り
回
し
は
か
い
し
き
な
こ
と
ぞ
。
そ
れ
故
に
、
脇
か
ら
学
問
し
て
も
、
役
に

立
た
ぬ
、
果
て
は
た
わ
け
に
な
る
と
云
う
て
せ
ぬ
ぞ
。
こ
れ
は
傍
若
無
人
、

め
っ
た
な
こ
と
の
よ
う
な
れ
ど
も
、
そ
う
で
な
い
、
し
た
も
の
の
様
が
取
り

乱
し
た
こ
と
ぞ
。
そ
れ
を
見
て
、
律
義
な
心
か
ら
、
そ
う
思
う
は
、
殊
勝
な
、

深
切
な
こ
と
ぞ
。
さ
れ
ど
も
、
そ
れ
は
性
し
ょ
うが
悪
う
て
、
あ
の
通
り
ぞ
、
性
さ

へ
よ
け
れ
ば
よ
い
ぞ
。
悪
い
と
思
う
ぞ
、
さ
て
又
学
問
を
す
る
か
ら
、
堯
舜

の
ご
と
く
な
る
は
ず
ぞ
。
も
し
そ
う
あ
る
ま
い
な
ら
ば
、
し
て
い
ら
ぬ
も
の

ぞ
と
て
も
、
此
の
方
は
類
は
堯
舜
ほ
ど
に
は
な
ら
れ
ぬ
と
云
う
て
、
せ
ぬ
は
、

又
い
こ
う
短
気
な
こ
と
ぞ
、
学
を
し
て
一
分
な
り
と
も
よ
う
な
る
と
、
そ
れ

ほ
ど
が
、
益
ふ
よ
し
、
聖
人
に
な
ら
ぬ
と
云
う
て
も
、
そ
れ
よ
り
下
で
も
よ

い
、
人
間
が
い
り
よ
う
も
あ
る
ぞ
、
或
い
は
、
君
子
の
、
善
人
の
、
不
失
令

名
の
、
と
云
う
よ
う
に
、
段
は
五
つ
も
あ
る
ぞ
、
ち
っ
と
な
り
と
も
、
身
を

と
り
あ
げ
て
死
す
れ
ば
、
先
祖
へ
対
し
て
も
、
い
か
い
孝
行
な
り
。
又
一
分

に
も
侍
の
本
意
と
云
う
も
の
ぞ
。
仏
者
が
仏
に
な
り
た
い
と
思
う
と
て
も
、

一 

概
に
弥
陀
や
釈
迦
の
よ
う
に
な
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
、
仏
の
中
に
も
、
い
ろ

い
ろ
段
が
あ
る
、
声
聞
・
縁
覚
の
、
菩
薩
の
と
云
う
よ
う
に
あ
る
、
丁
度
同

じ
こ
と
ぞ
。

 

○
か
い
し
き
＝
該
識
？　

皆
式
？　

○
た
わ
け
＝
戯
け
、
馬
鹿
者
。　

○
い

り
よ
う
＝
入
用
・
必
要
。
用
い
よ
う
。　

○
い
か
い
＝
意
外
、
思
い
の
ほ
か
。　

○
一
概
に
＝
お
し
な
べ
て
。

【
一
】
問
爲
學
＊
大
端
。
曰
、
＊
且
如
＊
士
人
＊
應
擧
是
要
做
官
、
故
其
功
夫
勇
猛
、

念
念
不
忘
、
竟
能
有
成
。
若
＊
爲
學
須
立
箇
標
準
、
我
要
如
何
爲
學
。
此
志
念
念

不
忘
、
功
夫
自
進
。
＊
蓋
＊
人
以
眇
然
之
身
與
天
地
並
立
而
爲
三
、
＊
常
思
我
以
血

氣
之
身
如
何
配
得
天
地
。
＊
且
天
地
之
所
以
與
我
者
、
色
色
周
備
。
人
自
汚
壞
了
。

因
擧
「
＊
萬
物
皆
備
於
我
、
反
身
而
誠
，
樂
莫
大
焉
」
一
章
。
＊
今
之
爲
學
、
須

是
求
復
其
初
、
＊
求
全
天
之
所
以
與
我
者
、
＊
始
得
。
若
＊
要
全
天
之
所
以
與
我
者
、

便
須
以
聖
賢
爲
標
準
、
直
做
到
聖
賢
地
位
、
＊
方
是
全
得
本
來
之
物
而
不
失
。
如

此
則
功
夫
自
然
勇
猛
。
＊
臨
事
觀
書
、
常
有
此
意
、
自
然
接
續
。（
朱
子
語
類

百
十
八
、
下
同
）
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大
端　

朱
子
の
語
に
、
た
ま
た
ま
よ
い
語
が
あ
っ
て
、
巻
頭
へ
と
り
た
ぞ
。

学
を
す
る
手
始
め
を
問
う
と
云
う
こ
と
ぞ
。
端
は
、
こ
こ
か
ら
す
る
と
云
う

処
の
は
じ
め
ぞ
。
大
の
字
を
付
け
た
は
、た
だ
は
し
と
云
う
て
は
軽
い
故
に
、

大
筋
目
と
云
う
こ
と
ぞ
。
そ
う
し
て
大
筋
目
が
違
う
て
は
、
何
ご
と
も
な
ら

ぬ
ぞ
。
士
は
逃
げ
ぬ
と
云
う
が
大
端
。
学
問
は
聖
人
に
な
る
と
云
う
が
大
端

ぞ
、
こ
の
大
筋
目
を
取
り
外
し
て
は
、
何
ほ
ど
学
問
し
て
も
、
一
生
、
何
の

わ
け
も
な
い
。
一
箇
の
凡
俗
で
暮
ら
す
ぞ
。

且　

も
の
を
前
に
云
う
て
、そ
の
上
に
も
と
云
う
こ
と
も
取
る
。
そ
の
時
は
、

又
の
字
の
意
な
り
。
ま
た
し
ば
ら
く
と
云
う
こ
と
に
も
取
る
。
こ
こ
は
言
を

起
こ
す
こ
と
で
、
さ
て
、
と
云
う
こ
と
。

如
士
人

│
人
の
学
を
す
る
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
れ
と
同
じ
こ
と
ぞ
。

應
挙
と
云
う
は
、
唐
で
は
及
第
と
云
う
こ
と
が
あ
る
ぞ
。
及
第
と
云
う
は
、

召
し
出
さ
る
る
時
分
に
、
な
ん
ぞ
論
題
を
上
か
ら
出
さ
れ
て
、
そ
の
わ
け
を

文
章
に
書
い
て
出
し
て
、
そ
れ
を
吟
味
す
る
役
人
あ
り
て
、
そ
の
内
の
道
理

を
よ
う
云
う
た
も
の
を
召
し
出
さ
る
る
ぞ
。
こ
れ
が
あ
ち
の
風
儀
ぞ
。
何
と

や
ら
、
異
な
こ
と
の
よ
う
な
ぞ
。
今
、
日
本
で
も
、
芸
あ
る
も
の
を
抱
る
と

て
も
、
そ
の
芸
を
見
て
お
こ
う
と
云
う
分
に
は
、
ち
ょ
う
ど
中
間
の
よ
い
伎

倆
を
見
て
お
く
よ
う
な
も
の
と
て
、
ち
つ
と
合
点
あ
る
も
の
は
嫌
が
る
ぞ
。

す
る
に
、
唐
で
は
程
朱
と
い
え
ど
も
及
第
を
な
さ
る
る
ぞ
。
こ
れ
は
め
さ
れ

そ
も
な
い
こ
と
ぞ
。
さ
れ
ど
も
、
こ
れ
は
国
風
で
、
こ
う
せ
ね
ば
、
奉
公
す

る
こ
と
が
な
ら
ぬ
ぞ
。
故
に
、
い
や
と
も
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
好
学
論
が
伊

川
の
及
第
の
と
き
の
文
ぞ
。
其
の
及
第
す
る
と
云
う
は
ヒ
ツ
キ
■
■
カ
官
に

な
り
た
い
と
思
う
か
ら
、
随
分
、
精
を
出
す
ぞ
、
中
■
■
色
に
あ
た
る
の
、

気
が
詰
ま
る
の
と
云
う
こ
と
な
し
に
、
筋
に
、
毎
日
毎
日
、
精
を
出
し
て
す

る
故
に
、
つ
い
に
は
し
を
ふ
せ
て
、
官
に
も
な
る
ぞ
。
学
を
す
る
も
、
ち
ょ

う
ど
同
じ
こ
と
ぞ
。
聖
賢
に
な
り
た
い
と
云
う
思
い
入
れ
が
強
け
れ
ば
、
病

に
あ
た
る
の
、
気
が
詰
ま
る
の
と
云
う
さ
し
あ
い
は
な
く
、
一
筋
に
精
を
出

す
、
そ
う
す
る
な
ら
ば
、
つ
い
に
は
学
も
成
就
す
る
は
ず
ぞ
。

 

○
中
間
＝
ち
ゅ
う
げ
ん
。
武
家
の
奉
公
人
で
、
雑
役
に
従
事
。
足
軽
と
小
者

と
の
中
間
に
位
す
る
。（
広
辞
苑
）　

○
伎
倆
＝
腕
前
。
手
並
み
。　

○
さ
し

あ
い
＝
差
し
障
り
。

為
學
須
立

│
そ
の
ご
と
く
学
を
す
る
に
は
、
先
ず
標
準
の
目
当
て
を
立
つ

る
が
よ
い
、
ど
う
す
る
で
学
が
あ
ろ
う
と
、
目
当
て
を
つ
け
て
、
そ
の
志
を

そ
っ
と
も
忘
れ
ぬ
よ
う
に
、
随
分
と
精
を
出
す
な
ら
ば
、
段
々
と
工
夫
も
進

む
は
ず
ぞ
。

 

○
そ
っ
と
も
＝
少
し
も
。
ち
ょ
っ
と
も
。
ま
っ
た
く
。（
日
国
）
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蓋

│
こ
れ
か
ら
学
の
骨
法
、
尊
い
と
云
う
処
を
云
わ
れ
た
ぞ
、
和
漢
と
も

に
学
を
す
る
者
を
己
に
当
て
て
見
て
、此
の
通
り
で
な
い
と
役
に
立
た
ぬ
ぞ
、

何
ほ
ど
学
を
す
る
と
云
う
て
も
、
皆
な
無
駄
ご
と
ぞ
、
ち
ょ
う
ど
日
本
の
御

朱
印
を
持
っ
て
、
唐
へ
行
っ
て
知
行
を
取
ろ
う
と
云
う
よ
う
な
も
の
ぞ
、

人
以
眇
然

│
天
地
を
人
に
対
し
て
見
れ
ば
、
人
は
至
っ
て
微
か
に
、
小
さ

い
ぞ
、
そ
の
小
さ
い
身
を
も
ち
て
、
天
地
と
同
様
に
、
並
び
立
ち
て
、
三
つ

に
な
る
と
云
う
は
、
中
々
な
り
そ
も
な
い
こ
と
ぞ
。

常
思

│
常
に
思
案
し
て
み
よ
。
こ
の
小
さ
い
身
で
、
ど
う
す
る
で
、
天
地

と
同
様
に
な
る
ぞ
と
。
平
生
了
簡
し
て
み
る
が
よ
い
、

其
（
且
）
天
地

│
天
地
の
人
に
与
う
る
は
何
に
不
足
な
く
、
何
も
か
も
揃

う
て
お
る
、
す
れ
ば
、
そ
れ
を
取
り
延
べ
る
な
れ
ば
、
天
地
は
同
様
に
な
る

は
ず
ぞ
、
又
気
の
毒
な
は
、
人
が
そ
れ
を
汚
壊
し
て
、
け
が
し
傷
つ
け
て
損

な
う
故
ぞ
。

萬
物

│
天
地
の
間
の
道
理
、
一
つ
と
し
て
我
に
備
わ
ら
ぬ
は
無
い
。
そ
れ

故
、
我
が
身
へ
立
ち
返
り
み
て
、
ち
っ
と
も
私
わ
た
く
しと

云
う
も
の
無
け
れ
ば
、
人

間
界
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
楽
し
み
は
な
い
、

今
之

│
右
の
ご
と
く
に
不
足
無
う
、
天
か
ら
生
う
ま
れつ
け
た
を
気
質
人
欲
の
た

め
に
、
み
な
汚
さ
れ
蔽
わ
れ
て
お
る
故
に
、
学
者
は
随
分
、
勉
め
て
、
か
の

生
ま
れ
付
け
た
、
は
じ
め
へ
立
ち
返
る
よ
う
に
す
る
は
ず
ぞ
、

求
全
（
天
）

│
天
の
与
え
た
仁
義

│
の
四
つ
ぞ
、
此
の
四
つ
で
何
に
不

足
無
う
、
皆
ひ
っ
す
べ
て
お
る
ぞ
、
そ
れ
を
人
欲
気
質
に
傷
つ
け
て
し
て
お

る
を
、
最
前
の
通
り
に
ま
円ま
ろ

く
に
、
傷
つ
か
ぬ
様
に
す
る
、

始
得　

■
録
字
ぞ
。
そ
こ
で
よ
い
と
云
う
こ
と
。

要
全

│
天
の
与
え
た
も
の
を
全
う
し
た
く
思
う
な
れ
ば
、
聖
賢
を
以
て
手

本
と
云
う
こ
と
無
う
て
は
、
い
か
な
る
才
智
の
者
で
も
、
な
ら
ぬ
ぞ
。
俗
に

云
う
、
習
わ
ぬ
経
は
読
ま
れ
ぬ
、
と
云
う
よ
う
な
も
の
。
陸
象
山
・
王
陽
明

な
ど
が
、
あ
の
よ
う
な
た
わ
け
云
う
は
、
良
知
良
能
じ
ゃ
と
云
う
て
、
聖
賢

を
手
本
と
せ
ぬ
か
ら
ぞ
。
あ
れ
が
文
字
で
書
い
た
も
の
故
、
ま
た
も
と
の
こ

う
ぞ
と
云
う
ぞ
。
人
事
へ
当
て
て
見
よ
、
い
か
な
こ
と
な
る
こ
と
で
は
な
い

ぞ
、
ち
っ
と
合
点
あ
る
者
は
、
あ
の
様
に
、
う
つ
け
た
こ
と
に
う
ろ
た
え
る

■
で
は
な
い
、
直
道
よ
り
せ
ず
に
、
わ
き
ひ
ら
み
ず
に
一
筋
と
云
う
こ
と
、

 
○
わ
き
ひ
ら
み
ず
＝
側
辺
不
見
。
わ
き
目
を
ふ
ら
な
い
こ
と
。
ひ
た
す
ら
で
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あ
る
こ
と
。
ま
た
、
あ
た
り
か
ま
わ
ず
無
法
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ

ま
。（
日
国
））

方
是

│
三
つ
の
通
り
に
す
る
で
、
そ
こ
で
最
前
、
天
か
ら
生
ま
れ
付
け
た

も
の
を
全
う
す
る
こ
と
な
る
ぞ
、

臨
事

│
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
努
め
る
上
、
さ
て
書
物
を
見
る
も
、
み
な
こ
の

意
で
す
る
故
、
お
の
づ
か
ら
切
れ
目
も
無
う
続
い
て
行
く
、
そ
う
し
て
の
こ

と
に
退
屈
す
る
と
云
う
は
、
そ
の
こ
と
に
思
い
入
れ
が
無
い
か
ら
ぞ
。
今
、

親
の
か
た
き
を
討
と
う
と
思
う
者
は
、
ぞ
っ
こ
ん
（
心
底
）
か
ら
思
い
込
む

故
に
、
討
ち
え
ぬ
内
は
き
か
ぬ
ぞ
、

＊
若
無
求
復
求
其
初
之
志
、
無
必
爲
聖
賢
之
心
、
只
見
因
循
荒
廢
了
。
＊
因
擧
孟

子
「
＊
道
性
善
、
言
必
稱
＊
堯
舜
」
一
章
云
、「
道
性
善
」
是
説
天
之
所
以
與
我
者
。

便
以
堯
舜
爲
＊
様
子
、
説
人
性
善
、
皆
可
以
爲
堯
舜
。
便
是
立
箇
標
準
了
。
下
文

＊
引
成

顔
淵
公
明
儀
之
言
以
明
聖
賢
之
可
以
必
爲
、
＊
末
後
「
若
藥
不
瞑
眩
、

厥
疾
不

」
最
説
得
好
。
人
要
爲
聖
賢
、
須
是
猛
起
服
瞑
眩
之
藥
相
似
，
教
他
麻

了
一
上
了
、
及
其
定
疊
、
病
自
退
了
。
又
擧
＊
顔
子
「
仰
之
彌
高
」
一
段
、
＊
又

説
人
之
爲
學
正
如
説
＊
恢
復
相
似
。
且
如
＊
東
南
亦
自
有
許
多
財
賦
許
多
兵
甲
、

儘
自
好
了
、
如
何
必
要
恢
復
、
只
爲
祖
宗
元
有
之
物
須
當
復
得
。
若
不
復
得
、
終

是
不
了
。

若
無

│
も
し
ま
た
本
に
復
る
の
志
も
な
く
、
聖
賢
に
な
り
た
い
と
思
う
思

い
入
れ
が
な
い
ぞ
。
な
れ
ば
一
日
一
日
と
志
が
だ
ら
け
て
き
て
、
よ
い
は
よ

い
は
と
云
う
て
、
何
事
も
打
っ
ち
ゃ
り
に
す
る
よ
う
に
な
る
、

因　

ち
な
む
と
云
う
こ
と
、い
で
と
思
う
と
な
る
と
云
う
こ
と
ば
に
因
ん
で
、

道
性
善

│
そ
の
性
善
と
云
う
た
が
、
前
に
あ
る
天
の
我
に
与
え
た
と
云
う

も
の
の
こ
と
ぞ
、

以
堯
舜

│
人
の
本
へ
復
っ
た
と
云
う
が
見
た
く
ば
、堯
舜
を
見
た
が
よ
い
、

様
子
は
、
型か
た
と
云
う
こ
と
。
人
の
性
善
な
る
故
、
学
び
さ
え
す
れ
ば
、
堯
舜

の
よ
う
に
、
な
る
ほ
ど
成
ら
る
る
と
、
目
当
て
を
足
し
た
、
本も
と

の
悪
い
も
の

は
ど
う
も
な
ら
ぬ
。
本
の
善
い
も
の
の
善
く
な
ら
ぬ
云
う
こ
と
は
無
い
。
只

今
、
碁
石
の
黒
を
擦
っ
て
白
く
し
て
く
れ
よ
と
云
う
た
ぶ
ん
で
は
、
君
の
御

意
で
も
な
ら
ぬ
は
ず
ぞ
、
又
白
石
に
墨
が
つ
く
か
、
汚
れ
た
を
、
本
の
ご
と

く
白
く
し
て
く
れ
よ
と
云
わ
れ
て
は
、
な
る
ほ
ど
本
の
ご
と
く
白
く
し
て
や

ら
る
る
ぞ
、
人
も
根
が
悪
い
者
な
れ
ば
、
ど
う
も
な
ら
ぬ
が
、
下
地
性
善
の

善
い
も
の
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
努
め
さ
え
す
れ
ば
、
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
は
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無
■
。

引
成

│
此
の
三
人
は
、
ど
れ
も
が
、
努
め
さ
え
す
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
聖

人
に
至
ら
る
る
と
云
う
た
訳
は
、
委
く
わ
しく
孟
子
に
あ
る
、

末
後

│
さ
て
そ
れ
が
な
か
な
か
物
臭
う
て
、不
精
で
は
な
ら
ぬ
と
云
う
を
、

い
っ
ち
し
ま
い
に
云
う
た
。
丁
度
、
病
を
実
に
治
し
た
い
と
思
え
ば
、
強
い

薬
を
飲
ま
ね
ば
効
か
ぬ
ぞ
。
身
内
も
痺
れ
る
様
に
強
い
薬
を
飲
ん
で
、
ひ
た

と
度
重
ね
て
用
い
る
で
、
そ
こ
で
病
が
癒
ゆ
る
ぞ
。
人
の
聖
人
に
な
る
も
、

艱
難
為
し
に
く
い
こ
と
を
こ
ら
え
、
ひ
た
と
し
て
で
な
け
れ
ば
、
人
欲
を
か

り
捨
て
て
、
本
然
の
初
め
へ
復
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
ぞ
、

 

○
ひ
た
と
＝
直
と
。
一
途
に
。

顔
子
仰
之

│
顔
子
の
つ
と
め
て
、
簡
単
せ
ぬ
と
云
う
意
を
挙
げ
ら
れ
た
、

又
説

│
こ
れ
か
ら
学
を
す
る
こ
と
を
恢
復
の
こ
と
で
云
わ
れ
た
、
士
の
よ

う
移
る
こ
と
で
云
わ
れ
た
ぞ
、
同
じ
こ
と
で
も
、
町
人
百
姓
へ
は
、
余
り
こ

た
え
ぬ
ぞ
、
恢
復
は
大
い
に
か
え
す
と
よ
ん
で
、
仇か
た
き
う討
ち
の
こ
と
ぞ
。
宋
の

土
地
を
韃
靼
か
ら
、
ひ
た
と
攻
め
て
切
り
取
っ
て
、
そ
の
上
に
宋
金
二
代
の

君
を
■
ト
テ
レ
タ
ぞ
、
そ
れ
故
、
そ
の
時
分
ち
っ
と
も
、
伎
倆
あ
る
者
は
、

恢
復
の
こ
と
を
云
う
た
ぞ
、
さ
れ
ど
も
、
宋
の
君
も
、
亦
は
権
を
執
る
大
臣

も
、
み
な
臆
病
ゆ
え
に
、
恢
復
を
行
え
ば
、
我
々
も
出
ね
ば
な
ら
ぬ
故
に
、

そ
れ
を
嫌
が
っ
て
、
恢
復
の
こ
と
を
進
め
る
者
は
、
皆
、
世
の
事
に
か
こ
つ

け
て
遠
島
を
さ
せ
た
ぞ
、

東
南

│
元も

と
宋
の
都
は
西
北
の
方
に
当
た
っ
た
ぞ
。
そ
れ
で
韃
靼
か
ら
、

ひ
た
と
攻
め
ら
れ
て
、
そ
こ
を
都
す
る
こ
と
な
ら
で
、
東
南
の
方
へ
移
ら
れ

た
ぞ
、
平
家
が
京
を
落
と
さ
れ
て
、
一
ノ
谷
に
内
裏
を
変
え
た
や
う
な
も
の
。

此
の
東
南
の
土
地
で
も
、
せ
ほ
う
も
無
し
。
金
銀
財
宝
に
事
欠
く
こ
と
も
な

い
ぞ
。
そ
れ
な
ら
ば
、
い
ら
ぬ
こ
と
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
で
堪
能
し
て
お

り
そ
う
な
も
の
じ
ゃ
に
、
何
故
に
恢
復
と
云
う
な
れ
ば
、
元も

と
我
が
も
の
な

る
を
、人
に
取
ら
れ
て
取
り
返
さ
ず
に
は
お
か
れ
ぬ
ぞ
。
先
祖
代
々
、伝
わ
っ

た
も
の
を
人
に
取
ら
れ
て
、
そ
の
分
に
し
て
一
分
が
立
た
ぬ
よ
り
、
そ
れ
故
、

取
り
返
し
た
い
と
云
う
て
、
世
話
を
焼
い
た
も
の
。

 

○
せ
ほ
う
＝
不
明

＊
今
人
爲
學
、
彼
善
於
此
、
隨
分
做
箇
好
人
、
亦
自
足
矣
。
何
須
必
要
做
聖
賢
、

只
爲
天
之
所
以
與
我
者
不
可
不
復
得
。
若
不
復
得
、
終
是
不
了
。
所
以
須
要
＊
講

論
學
以
聖
賢
爲
準
、
＊
故
問
學
須
要
復
性
命
之
本
然
、
求
造
聖
賢
之
極
、
方
是
學



111　（小路口　聡・黒田祐介）

問
。
然
＊
此
是
大
端
如
此
、
其
間
讀
書
考
古
驗
今
工
夫
皆
不
可
廢
。
因
擧
「
＊
尊

德
性
而
＊
道
問
學
」
一
章
。

今
人
爲
學

│
学
を
す
る
に
、
あ
の
人
よ
り
こ
の
人
は
よ
い
、
ほ
ど
よ
い
人

じ
ゃ
に
、
な
ぜ
ま
た
聖
人
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
ぞ
、
な
れ
ば
、
前
の

恢
復
の
心
で
、
も
と
天
か
ら
不
足
な
く
徳
を
我
に
生
み
付
け
て
お
い
た
も
の

を
、
気
質
人
欲
に
奪
わ
れ
て
お
る
故
、
最
前
の
通
り
に
、
取
り
か
え
さ
い
で

は
一
分
た
た
ぬ
ぞ
、
故
に
、
是
非
是
非
、
聖
人
に
な
っ
て
と
思
う
ぞ
、
さ
て

こ
の
か
た
き
打
ち
の
こ
と
を
、
士
に
格
別
移
り
の
あ
る
と
云
う
は
、
士
た
る

武も
の
の
ふ士に
は
、
父
兄
を
人
に
殺
さ
れ
て
は
、
何
ほ
ど
人
が
道
理
を
付
け
て
も
、

君
の
御
意
で
も
、
共
に
天
を
戴
か
ぬ
の
こ
と
を
せ
い
で
は
お
ら
れ
ぬ
ぞ
、
大

て
い
な
こ
と
こ
そ
、
人
の
意
見
や
、
或
い
は
年
よ
り
た
祖
母
の
気
の
毒
が
ら

る
る
の
と
云
う
て
、
や
め
に
も
す
る
が
、
父
兄
の
か
た
き
を
打
つ
こ
と
は
、

父
の
か
た
わ
れ
の
母
が
泣
き
焦
が
れ
て
止
め
て
も
、
士
た
る
も
の
は
、
ど
う

も
な
ら
ぬ
ぞ
。
嫌
で
も
応
で
も
、
討
た
ね
ば
、
一
分
が
た
た
ぬ
ぞ
。
町
人
百

姓
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
う
つ
ら
ぬ
と
云
う
は
、
父
兄
を
討
た
れ
て
も
、
悲
し
い

こ
と
と
は
思
え
ど
も
、
か
た
き
を
う
た
ぬ
と
て
、
そ
れ
ほ
ど
恥
ず
か
し
い
こ

と
も
思
わ
ぬ
ぞ
。
さ
て
又
、
父
兄
の
か
た
き
を
打
つ
こ
と
は
、
な
ほ
ど
心
力

を
つ
く
し
て
も
、
う
ち
遂
げ
ぬ
こ
と
も
あ
る
ぞ
。
或
い
は
、
お
り
処
を
知
ら

ぬ
か
、
我
が
病
気
つ
く
か
、
敵
が
病
死
で
も
す
る
と
、
討
つ
こ
と
な
ら
ぬ
ぞ
。

そ
の
上
、
運
が
悪
い
と
、
却
っ
て
返
り
打
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ぞ
。
こ
の

実
徳
を
、
気
質
人
欲
に
奪
わ
れ
て
お
る
。
さ
て
聖
人
に
是
非
な
り
た
い
と
云

う
。
か
た
き
打
ち
は
、
そ
れ
ほ
ど
心
力
の
い
る
こ
と
で
も
な
い
。
あ
や
う
い

こ
と
も
な
い
。
返
り
打
ち
に
あ
う
こ
と
も
な
し
。
太
極
の
理
の
病
死
と
云
う

こ
と
も
無
い
故
に
、
是
非
と
さ
ヘ
思
え
ば
成
ら
ぬ
こ
と
は
な
い
ぞ
。
こ
れ
が

学
を
講
論
し
、
聖
人
を
目
当
て
に
し
て
、
是
非
、
取
り
返
そ
う
と
思
う
わ
け

ぞ
。

 

○
う
つ
り
＝
移
り
。
ゆ
か
り
。
名
残
。（
大
辞
林
）

故
問
学

│
故
の
字
、
上
の
様
に
云
い
か
け
る
と
格
別
活
き
る
ぞ
。
こ
う
し

た
こ
と
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
学
問
は
本
然
の
性
へ
立
ち
か
え
っ
て
、
聖
賢
に
な

る
と
云
う
を
肝
要
と
す
。
そ
こ
で
こ
れ
を
こ
そ
学
問
と
云
う
た
も
の
ぞ
。
こ

れ
か
ら
見
れ
ば
、漢
唐
以
来
の
学
者
、身
は
直な
お
さ
い
で
詩
文
に
ば
か
り
か
か
っ

て
お
る
を
俗
儒
と
云
う
て
、
朱
子
な
ど
の
笑
わ
る
る
は
尤
も
な
こ
と
ぞ
。
さ

て
ま
た
学
問
し
て
は
さ
つ
つ
も
、
今
日
よ
り
は
明
日
は
よ
く
な
り
、
明
日
よ

り
は
明
後
日
は
よ
く
な
る
と
云
う
で
の
う
て
は
、
役
に
立
た
ぬ
よ
う
な
ら
ね

ば
、
毎
日
毎
日
、
悪
う
な
る
ぞ
。
良
う
も
悪
う
も
な
ら
ず
に
お
る
と
云
う
こ

と
は
、
天
地
の
間
に
な
い
ぞ
。
学
に
高
下
あ
る
と
て
も
、
願
う
処
は
聖
人
ぞ
。

ち
ょ
う
ど
下
手
も
上
手
も
ね
ら
う
処
は
黒
星
ぞ
。
さ
れ
ど
も
中あ
た

る
処
は
人
々

の
弓
ほ
ど
■
ヘ
ぞ
、
こ
ち
は
弓
か
え
た
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
黒
星
は
ね
ら
う
に

は
及
ば
ぬ
と
云
う
た
こ
と
で
は
な
い
。
学
問
は
聖
人
を
学
ぶ
こ
と
故
、
な
る
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ま
い
な
れ
ば
せ
ぬ
が
よ
い
と
云
う
は
俗
論
ぞ
。
聖
人
に
な
ら
ぬ
と
て
も
、
よ

う
な
れ
ば
よ
い
ぞ
。
丁
度
、
黒
星
を
あ
て
ま
い
、
な
ら
ば
弓
を
射
ぬ
が
よ
い

と
云
う
よ
う
な
も
の
ぞ
。
そ
う
云
う
て
、
大
あ 

つ
ち
を
発
す
者
よ
り
は
、
小

あ
つ
ち
へ
入
る
者
は
よ
し
。小
あ
つ
ち
で
も
的
の
近
く
へ
行
け
ば
な
を
よ
し
。

ふ
ち
や
は
い
よ
い
よ
よ
し
。
あ
つ
し
を
外
そ
う
よ
り
よ
い
ぞ
。

 

○
さ
つ
つ
も
＝
不
明
。　

○
あ
つ
ち
＝
垜
・
安
土
。「
的
」
を
掛
け
る
場
所
の

こ
と
。　

○
ふ
ち
や
＝
扶
持
矢
。
危
機
を
救
う
た
め
に
射
る
矢
。「
扶
持
矢
を

射
る
」
の
形
で
、
そ
れ
と
な
く
危
機
を
告
げ
て
助
け
る
こ
と
を
い
う
。（
日

国
）

此
是
大
端

│
こ
れ
は
学
を
す
る
大
筋
目
を
云
う
た
も
の
。
此
の
上
に
書
を

読
み
、
古
の
こ
と
を
考
え
、
今
の
は
こ
う
こ
う
と
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
。
一
つ

も
欠
い
て
は
、
役
に
立
た
ぬ
。
さ
る
に
よ
っ
て
、

尊
德
性

│
挙
げ
ら
れ
た
尊
徳
性
は
心
法
の
工
夫
、
道
問
学
は
書
を
読
み
、

古
今
を
考
験
す
る
方
ぞ
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
、よ
く
な
い
ぞ
。
此
の
話
は
、

立
志
の
語
の
大
筋
目
を
ひ
っ
つ
か
ね
た
よ
い
語
ぞ
。
こ
れ
か
ら
は
皆
こ
の
語

の
理
を
云
う
た
も
の
。

【
二
】
＊
昨
日
所
説
、
爲
學
大
端
、
在
於
立
志
、
必
爲
＊
聖
賢
、
＊
曾
看
得
人
皆
可

以
爲
堯
舜
道
理
分
明
否
。
又
見
得
我
可
以
爲
堯
舜
而
不
爲
、
其
患
安
在
。
＊
固
是

孟
子
説
性
善
、
徐
行
後
長
之
類
。
然
今
人
四
端
、
非
不
時
時
發
見
、
非
不
能
徐

行
、
何
故
不
能
爲
堯
舜
。
且
＊
子
細
看
。
若
見
得
此
分
明
、
其
志
自
立
、
其
工
夫

自
不
可
已
。
因
擧
＊
執
德
不
弘
、
信
道
不
篤
、
焉
能
爲
有
、
焉
能
爲
亡
、
謂
＊
不

弘
不
篤
、
不
當
得
一
箇
人
數
、
無
能
爲
輕
重
。

昨
日
所
説

│
こ
れ
も
丁
度
よ
い
説
が
あ
っ
た
ぞ
。
昨
日
、
た
ん
た
ん
云
う

た
処
の
爲
學
の
大
端
は
、
志
を
立
て
て
、
聖
賢
に
な
る
こ
と
を
云
う
た
も
の

ぞ
。

曾
看
得

│
昨
日
、
云
う
た
処
は
、
人
み
な
堯
舜
に
な
ら
る
る
と
云
う
処
の

わ
け
を
は
っ
き
り
と
看
得
た
か
と
云
う
心し
ん

ぞ
。
此
の
よ
う
な
普
請
が
よ
い
普

請
ぞ
。
今
日
の
我
、
人
の
様
な
る
も
、
は
っ
き
り
と
知
っ
た
な
れ
ば
、
中
々

こ
の
さ
ま
で
は
な
い
は
ず
ぞ
。
孟
子
の
別
に
人
を
だ
ま
さ
る
る
と
云
う
こ
と

は
な
い
ぞ
。
と
か
く
知
り
様
の
甲
斐
な
さ
に
ぞ
、
文
字
を
見
て
、
口
移
し
に

は
言
え
ど
も
、
は
っ
き
り
と
は
知
ら
ぬ
が
為し

よ
う
ぞ
。
知
っ
た
な
れ
ば
、
此

の
様さ
ま
で
は
お
ら
ぬ
は
ず
ぞ
。
今
の
出
家
が
地
獄
極
楽
を
云
う
て
、
ま
こ
と
に

お
そ
ろ
し
そ
う
に
言
え
ど
、
あ
れ
も
は
っ
き
り
と
知
ら
ぬ
証
拠
に
は
、
い
か

な
る
上
人
・
長
老
・
和
尚
で
も
、
身
持
ち
は
掛
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ

れ
も
口
で
云
う
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
知
ら
ぬ
か
ら
ぞ
。
孟
子
な
ど
は
、
な
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ら
る
る
と
云
う
こ
と
を
、
た
し
か
に
見
て
を
ら
し
た
故
に
、
こ
れ
ほ
ど
な
る

に
、
せ
ぬ
く
ち
な
こ
と
に
思
わ
る
る
ぞ
。
丁
度
、
町
人
百
姓
な
ど
の
御
前
へ

出
か
け
ぬ
も
の
は
、
御
近
習
衆
が
伏
す
ほ
ど
に
御
前
へ
出
よ
と
云
う
と
き
、

と
っ
く
り
と
御
前
の
ほ
ど
を
知
ら
ぬ
故
、
ふ
っ
と
■
外
も
の
じ
ゃ
と
思
■
か

と
思
う
て
、
縮ち
ぢ
け
て
出
か
ぬ
る
ぞ
。
そ
れ
を
御
近
習
が
見
て
、
は
て
苦
し
う

な
い
に
出
よ
と
云
う
て
も
、
と
か
く
出
か
ぬ
る
ぞ
。
今
日
の
も
の
の
学
へ
進

み
か
ぬ
る
が
、
丁
度
、
そ
の
様
な
も
の
ぞ
。
孟
子
は
御
近
習
衆
の
よ
う
な
も

の
ぞ
。

 

○
わ
け
＝
道
理
。　

○
ふ
し
ん
＝
普
請
。
造
り
・
造
作
の
意
か
？　

○
か
い

＝
甲
斐
。「
値
打
ち
・
価
値
」
の
意
。　

○
身
持
ち
＝
生
計
の
保
持
。　

○
せ

ぬ
く
ち
な
＝
不
明
。　

○
御
前
＝
ご
ぜ
ん
。
身
分
の
高
い
人
。　

○
御
近
習

＝
主
君
の
側
近
く
侍
り
仕
う
る
役
。

又
見
得
│
│
さ
て
又
堯
舜
に
も
な
る
ほ
ど
な
ら
れ
う
な
も
の
と
思
い
、
そ
の

上
、孟
子
の
だ
ま
さ
れ
ず
と
云
う
こ
と
を
よ
う
合
点
し
て
を
る
な
ら
ば
、ち
っ

と
は
な
り
そ
う
な
も
の
じ
ゃ
に
、
な
ら
ぬ
と
云
は
、
ど
こ
ぞ
に
支つ
か
え
引
っ
か

か
り
が
あ
っ
て
な
ら
ぬ
ぞ
と
云
う
を
見
つ
け
た
か
と
な
り
。
こ
れ
ま
た
よ
き

疑
問
ぞ
。
此
の
よ
う
な
不
審
を
云
う
て
く
れ
て
が
無
い
も
の
ぞ
。
と
か
く
其

の
病
因
を
見
つ
け
る
と
云
う
こ
と
が
な
ら
ぬ
も
の
ぞ
。
右
の
手
が
痛
て
、
お

も
う
様
に
使
わ
れ
ぬ
は
名め
い
よ
う誉
な
、
何
と
し
た
こ
と
ぞ
と
ば
か
り
思
う
て
、
中

風
し
た
故
、
こ
う
じ
ゃ
と
云
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
ぞ
。
悲
し
い
こ
と
ぞ
。
中
風

と
云
う
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
薬
を
の
み
、
湯
治
で
も
し
た
ら
ば
、
治
ろ
う
に
、

そ
こ
へ
つ
ん
と
気
が
い
か
ぬ
、

 

○
つ
か
え
＝
さ
ま
た
げ
、
障
害
。
阻
害
要
因
。　

○
め
い
よ
う
＝
名
誉
。
不

思
議
で
あ
る
こ
と
（
さ
ま
）。
奇
妙
（
大
辞
林
）　　

○
つ
ん
と
＝
さ
っ
ぱ
り
、

ま
っ
た
く
。

固
是
孟
子
説
│
│
今
人
も
孟
子
の
云
は
れ
た
性
善
で
、
さ
て
徐
行
後
長
者
と

云
う
こ
と
な
ら
ぬ
で
は
な
い
。
又
四
端
も
お
り
お
り
発
見
せ
ぬ
と
云
う
で
は

な
い
。そ
れ
な
ら
ば
堯
舜
に
も
な
り
そ
う
な
も
の
じ
ゃ
、似
た
る
一
人
も
な
っ

た
も
の
は
無
い
。
孟
子
の
嘘
を
つ
か
れ
た
よ
う
な
。
そ
う
で
な
い
。

子
細
│
│
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
さ
っ
と
見
ず
に
、
首
を
折
り
屈
め
て
、
丁
寧

に
見
よ
。
此
の
よ
う
な
処
は
っ
き
り
と
見
分
け
る
こ
と
な
る
と
、志
を
立
て
、

ど
う
も
や
め
う
と
て
や
め
ら
れ
ぬ
様
に
な
る
、

執
德
│
│
論
語
で
は
、
い
ろ
い
ろ
文
義
の
詮
議
あ
れ
ど
も
、
畢
竟
見
込
み
の

甲
斐
無
い
、
思
い
入
れ
の
少
な
い
、

不
弘
不
篤
│
│
そ
の
よ
う
な
人
は
、
学
問
の
人
数
へ
は
入
れ
ら
れ
ぬ
。
す
れ
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ば
、
そ
の
上
に
、
軽
い
の
重
い
の
と
云
う
頓
着
は
無
い
ぞ
。

 
○
頓
着
＝
心
配
。

【
三
】
＊
從
前
朋
友
來
此
、
某
＊
將
謂
、
＊
不
遠
千
里
而
來
、
須
知
箇
＊
趣
向
了
。

＊
只
是
隨
分
爲
他
説
箇
爲
學
大
槪
去
。
＊
看
來
都
不
得
力
、
＊
此
某
之
罪
。
＊ 

今
日

思
之
、
學
者
須
以
立
志
爲
本
。
＊
如
昨 

日
所
説
爲
學
大
端
在
於
求
復
性
命
之
本
然
、

求
造
聖
賢
之
極
致
。
須
是
便
立
志
如
此
、
便
做
去
始
得
。
＊
若
曰
我
之
志
只
是
要

做
箇
好
人
、
識
些
道
理
便
休
。
宜
乎
、
工
夫
不
進
、
日
夕
漸
漸
＊
消
靡
。
＊
今
須

思
量
天
之
所
以
與
我
者
、
必
須
是
光
明
正
大
、
必
不
應
只
如
此
而
止
、
就
自
家
性

分
上
、
儘
做
得
去
、
不
到
聖
賢
地
位
不
休
。
如
此
立
志
、
自
是
歇
不
住
。
自
是
儘

有
工
夫
可
做
。
＊
如
顔 

子
之
欲
罷
不
能
、
＊
如
小
人
之
孳
孳
爲
利
、
念
念
自
不
忘
。

若
不
立
志
、
終
不
得
力
。

從
前
│
│
こ
の
段
、
朱
子
の
弟
子
衆
へ
の
便た
よ
り
ぞ
。
こ
れ
よ
り
前
、
か
く
遠

方
か
ら
み
な
学
■
ニ
ワ
セ
タ
か
ら
は
、

將
謂　

ま
さ
に
お
も
う
と
訓
む
が
よ
い
。か
ね
て
か
ら
思
う
た
と
云
う
こ
と
。

不
遠
│
│
い
づ
れ
も
の
は
る
ば
る
の
道
を
し
の
ぎ
て
、
学
び
に
参
ら
る
る
故

に
、
さ
だ
め
て
趣
向
は
知
っ
て
お
ら
れ
つ
ら
う
と
思
う
た
。
趣
向
は
聖
賢
に

到
る
の
地
位
、
性
命
之
本
然
に
復
る
の
こ
と
ぞ
。

只
是
隨
分
│
│
趣
向
は
知
っ
て
お
ら
れ
つ
ら
う
故
に
、
云
う
に
及
ば
ぬ
と
思

う
て
、
た
だ
人
に
相
応
に
學
を
す
る
惣
体
を
説
い
た
、

 

○
つ
ら
う
＝
つ
ろ
う
。「
つ
ら
む
」
の
転
。〘
助
動
〙（
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」

に
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
の
付
い
た
ツ
ラ
ム
の
転
）
事
柄
が
既
に
実
現
し

た
で
あ
ろ
う
と
推
量
す
る
。
…
た
ろ
う
。
…
た
だ
ろ
う
。（
広
辞
苑
）　

○
惣

体
＝
総
体
。

看
來
│
│
、
年
来
見
来
た
る
に
、
学
を
し
て
も
、
ど
こ
か
一
つ
直
っ
た
処
も

な
く
、
ち
っ
と
も
學
の
益
が
見
え
ぬ
、

此
某
之
罪
、
い
づ
れ
も
は
る
ば
る
来
る
ほ
ど
に
、
定
め
て
趣
向
を
知
れ
つ
ら

う
と
思
う
た
。
こ
れ
は
身
ど
も
が
、
ど
ん
な
故
、
こ
う
思
う
た
。
こ
れ
は
か

た
が
た
の
悪
い
で
は
な
い
。
身
ど
も
が
不
調
法
ぞ
。

 

○
不
調
法
＝
行
き
届
か
な
い
こ
と
。

今
日
思
之
│
│
、
今
日
、
各
々
の
力
を
得
ぬ
で
見
れ
ば
、
と
か
く
学
を
す
る
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は
志
を
立
つ
る
と
云
う
が
本
ぞ
。

如
昨
日
│
│
、
志
を
立
つ
る
は
、
こ
う
思
え
と
云
う
こ
と
。

若
曰
│
│
、
志
か
い
無
う
て
、
大
て
い
な
人
柄
に
な
っ
て
、
道
理
も
大
て
い

な
は
よ
い
と
思
う
志
ゆ
え
、
そ
れ
か
ら
は
尤
も
じ
ゃ
段
々
悪
う
な
る
は
ず
。

 

○
か
い
な
う
＝
無
駄
に
な
る　

○
大
て
い
な
＝
ほ
ど
ほ
ど
の
。
普
通
の
。

消
靡　

消
え
靡な
び
く
と
訓よ

み
て
、
悴か
じ
け
縮
み
、
小
さ
く
な
る
こ
と
。
是
非
と
思

う
て
さ
え
、
四
身
あ
る
と
、
そ
れ
に
引
か
れ
て
、
な
ら
ぬ
も
の
ぞ
。
況
ん
や

頭
か
ら
大
抵
で
よ
い
と
思
う
か
ら
は
、
段
々
悪
い
は
ず
。

 

○
悴
け
＝
か
じ
け
る
。
や
つ
れ
る
。
生
気
を
失
う
。（
広
辞
苑
）

今
須
思
量
│
│
、
天
か
ら
我
に
与
え
た
も
の
を
本
の
ご
と
く
に
せ
い
で
は
お

ら
れ
ぬ
。
中
々
す
こ
し
ば
か
り
よ
い
と
て
、
そ
れ
で
は
お
ら
れ
ぬ
。
い
や
で

も
聖
賢
に
至
ら
ね
ば
、
堪
忍
し
て
は
お
か
れ
ぬ
、
想
し
て
、
人
は
養
い
よ
う

で
、
い
か
様
に
も
な
る
ぞ
。
今
、
士
の
子
幼
少
か
ら
し
て
、
其
の
よ
う
な
こ

と
は
士
の
せ
ぬ
こ
と
、
中
々
そ
う
し
た
こ
と
は
士
の
ひ
け
じ
ゃ
と
、
下
々
も

云
う
て
き
か
せ
、
親
も
云
て
き
か
す
る
故
、
あ
の
様
に
な
り
た
つ
ぞ
。
又
町

人
の
子
は
ち
っ
と
な
ん
ぞ
ぎ
く
つ
い
た
こ
と
を
云
う
と
、お
や
下
人
ど
も
に
、

町
人
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
云
う
も
の
か
と
云
う
様
に
、
そ
の
あ
た
ま
を
お
さ

え
る
故
、
あ
の
如
く
に
な
り
た
つ
ぞ
。
学
を
す
る
に
、
う
っ
か
り
と
し
た
心

で
は
な
ら
ぬ
。
又
今
、
茸
を
採
る
に
さ
へ
、
不
精
構
え
で
、
屈か
が
む
こ
と
を
嫌

が
る
者
は
、
一
つ
も
見
付
け
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
ぞ
。
況
ん
や
学
を
な
で
ま
わ

す
様
に
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。

 

○
ひ
け
＝
勝
負
に
負
け
る
こ
と
。
負
け
。
遅
れ
。（
言
海
）

如
顔
子
│
│
、
志
さ
え
立
つ
と
、
や
め
と
う
て
も
、
や
め
ら
れ
ぬ
ぞ
、
石
■

に
な
る
。
そ
の
証
拠
に
、
顔
子
を
引
い
た
。
こ
れ
は
よ
い
方
へ
や
ま
ぬ
ぞ
、

如
小
人
│
│
、
小
人
は
ま
た
よ
る
こ
と
、
さ
わ
る
こ
と
、
少
し
な
り
と
も
、

そ
の
え
か
ぬ
こ
と
ば
か
り
を
す
る
ぞ
。
此
は
悪
い
方
へ
已
ま
ぬ
ぞ
。
俗
学
は

踏
み
込
む
意
思
無
し
に
、
た
だ
口
で
書
ば
か
り
読
ん
で
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
お

る
。
そ
れ
故
、成
り
も
す
ま
ぬ
も
の
な
り
。
心
も
臆
病
な
よ
う
に
見
ゆ
る
ぞ
。

そ
れ
を
律
儀
な
衆
が
見
て
は
、
学
問
す
る
と
、
却
っ
て
、
た
わ
け
に
な
る
と

思
う
は
、
余
儀
な
い
こ
と
ぞ
。

 

○
余
儀
な
い
＝
や
む
を
得
な
い
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因
擧
程
子
云
、
學
者
＊
爲
氣
所
勝
、
習
所
奪
、
只
可
責
志
。
又
擧
云
、
＊
立
志
以

定
其
本
、
＊
居
敬
以
持
其
志
。
此
是
五
峰
議
論
好
處
。
又
擧
、
士
尚
志
、
何
謂
尚

志
。
曰
仁
義
而
已
矣
。
又
擧
、
＊
舜
爲
法
於
天
下
、
可
傳
於
後
世
。
我
猶
未
免
爲

郷
人
也
。
是
則
可
憂
也
。
憂
之
如
何
。
如
舜
而
已
矣
。
又
擧
、
＊
三
軍
可
奪
帥
、

匹
夫
不
可
奪
志
也
。
＊
如
孔
門
亦
有
不
能
立
志
者
、
如
冉
求
非
不
説
子
之
道
、
力

不
足
也
。
是
也
。
所
以
其 
後
志
於
聚
斂
、
＊
無
足
怪
。

為
氣
所
勝
│
│
今こ
ん
に
ち日

の
学
を
せ
ぬ
も
の
の
云
い
わ
け
の
致
み
は
、
病
気
に
あ

た
る
の
、
気
が
つ
ま
る
の
、
悪
い
と
は
知
っ
た
れ
ど
も
、
習な
ら
わ
し
で
、
そ
う

な
ら
ぬ
と
云
い
わ
け
す
る
が
、
程
子
は
そ
れ
を
受
け
取
ら
ぬ
。
そ
れ
は
志
甲

斐
無
い
故
し
た
■
と
云
う
た
云
う
の
な
り
。

立
志
│
│
性し
ょ
う
ね根

と
云
う
が
本
ぞ
。
何
ご
と
を
す
る
に
も
、
性
根
無
う
て
は
な

ら
ぬ
。

居
敬
│
│
敬
、
耕
作
の
肥
や
し
を
す
る
様
な
も
の
。
何
ほ
ど
植
え
付
け
が
よ

く
て
も
、
肥
を
せ
い
で
は
育
た
ぬ
。
志
が
立
ち
て
も
、
敬
で
ち
っ
と
は
さ
み

た
て
て
ゆ
か
ぬ
と
役
に
立
た
ぬ
。
朱
子
の
ひ
た
と
古
語
を
引
か
れ
た
は
、
そ

う
し
て
人
々
自
身
の
了
簡
で
云
う
よ
り
は
、
古
人
の
語
を
引
い
て
云
う
と
、

格
別
滋
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
か
、
皆
志
を
立
つ
る
の
教
え
ぞ
。

舜
為
法
│
│
舜
は
法
を
定
め
て
、
後
世
ま
で
伝
え
ら
れ
た
に
、
吾
ゝ
は
又
一

箇
の
凡
夫
で
お
る
。
さ
て
さ
て
気
の
毒
な
こ
と
と
思
う
。
そ
れ
を
た
だ
気
の

毒
な
と
ば
か
り
思
う
て
い
て
は
、
な
ん
の
役
に
立
た
ぬ
。
そ
れ
を
憂
え
ば
、

舜
の
よ
う
に
す
る
が
よ
い
。

三
軍
│
│
三
軍
の
大
人
数
を
ば
追
い
崩
す
こ
と
も
な
る
が
、
た
っ
た
一
人
思

い
切
っ
て
、
い
や
と
思
う
は
、
な
ん
た
る
こ
と
に
も
、
そ
の
志
を
引
き
換
え

る
こ
と
は
な
ら
ぬ
。

如
孔
門
│
│
冉
求
な
ど
は
孔
門
で
も
七
十
二
人
の
内
で
、
文
字
も
知
り
、
六

芸
に
も
通
じ
た
れ
ど
も
、
志
を
立
つ
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
。
こ
こ
で
志
を
立
て

る
後
は
こ
う
な
と
云
う
が
、
よ
う
知
る
る
。

力
不
足　

と
云
わ
れ
た
が
、志
の
立
た
ぬ
な
り
ぞ
。こ
う
し
た
志
じ
ゃ
に
よ
っ

て
、季
氏
に
仕
え
て
、何
を
召
さ
れ
る
と
思
う
た
れ
ば
、民
の
上
に
、少
（
し
）

手
を
入
れ
て
、
無
性
に
物
を
搾
り
取
る
こ
と
を
め
さ
れ
た
。

無
足
怪
、
異
な
こ
と
じ
ゃ
。
孔
門
な
ど
で
は
、
あ
の
様
に
は
、
あ
り
そ
も
な

い
こ
と
じ
ゃ
と
怪
し
む
こ
と
で
は
な
い
。
志
が
立
た
ぬ
と
云
う
に
な
る
と
、

な
る
ほ
ど
こ
う
あ
る
は
ず
ぞ
。
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【
四
】
＊
學
者
大
要
立
志
。
＊
所
謂
志
者
、
不
道
將
這
些
意
氣
去
蓋
他
人
。
只
是

＊
直
截
要
學
堯
舜
。
＊
孟
子
道
性
善
、
言
必
稱
堯
舜
。
此
是
＊
眞
實
道
理
。
世
子
自

楚
反
復
見
孟
子
。
曰
、
世
子
疑
吾
言
乎
。
＊
夫
道
一
而
已
矣
。
這
些
道
理
更
＊
無

走
作
。
只
是
一
箇
性
善
、
可
至
堯
舜
。
＊
別
沒
去
處
了
。
下
文
引
成

・
顔
子
・

公
明
儀
所
言
、
便
＊
見
得
人
人
皆
可
爲
也
。
學
者
立
志
、
須
教
＊
勇
猛
、
自
當
有

進
。
志
不
足
以
有
爲
。
此
學
者
之
大
病
。（
八
）

學
者
大
│
│
と
か
く
万
事
お
い
て
志
の
立
つ
る
が
よ
い
。

所
謂
志
者
│
│
そ
の
志
と
云
う
に
は
、
紛
れ
も
の
あ
る
故
、
朱
子
の
そ
こ
を

念
を
入
れ
て
言
わ
れ
た
。
気
概
あ
る
と
云
う
さ
ま
に
、め
っ
た
に
肘
張
っ
て
、

嵩か
さ
押
し
に
し
て
、
人
へ
不
遠
慮
に
や
っ
こ
の
意
気
の
様
に
す
る
こ
と
で
は
な

い
、
立
志
と
云
う
は
、
ぜ
ひ
聖
賢
に
な
り
た
い
と
思
い
入
れ
の
つ
よ
い
こ
と

ぞ
。

 

○
嵩
押
し
＝
水
増
し
。　

○
や
っ
こ
の
意
気
＝
空
元
気
？

直
截
│
│
一
筋
に
堯
舜
を
学
ぶ
、
そ
こ
を
志
│
│
と
云
う
ぞ
。

孟
子
道
│
│
孟
子
の
嘘
を
云
う
た
の
な
ん
の
と
云
う
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど

な
ら
る
る
偽
な
い
眞
實
の
道
理
と
云
う
こ
と
ぞ
。

夫
道
│
│
天
地
の
間
に
道
に
二
つ
は
な
い
。
凡
人
か
ら
聖
人
へ
至
る
は
一
つ

の
道
ぞ
。

無
走
作
│
│
此
よ
り
外
は
な
い
と
云
う
こ
と
。
別
没
去
處
と
云
う
も
同
じ
こ

と
ぞ
。

見
得
人
人
│
│
そ
う
し
て
、
素
人
の
な
ら
ぬ
な
ら
ぬ
と
云
わ
し
て
み
ぬ
か
ら

ぞ
。
い
で
と
思
う
て
、
踏
み
込
ん
で
、
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
は
な
い
。

勇
猛　

学
者
の
志
は
手
弱
く
で
は
な
ら
ぬ
。
猛た
け
く
進
ん
で
行
く
で
の
う
て
は

な
ら
ぬ
。

【
五
】
若
道
生
做
一
世
人
、
不
可
汎
汎
隨
流
、
須
當
了
得
人
道
、
便
有
可
望
。
若

道
不
如
且
過
了
一
生
、
更
不
在
説
、
須
思
量
到
如
何
便
超
凡
而
達
聖
。
今
日
爲
郷

人
、
明
日
爲
聖
賢
、
如
何
會
到
。
此
便
一
聳
抜
（
聳
身
著
力
言
）
如
此
方
有　
　

長
進
。
若
理
會
得
也
好
、
理
會
不
得
也
好
、
便
悠
悠
了
。（
百
十
七
）

若
道
│
│
こ
れ
が
志
を
立
つ
る
人
の
云
い
分
ぞ
。
此
の
世
に
生
ま
れ
て
、
何
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を
道
理
を
わ
き
ま
え
た
こ
と
な
く
、
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
お
る
は
、
口
惜
し
い

こ
と
と
思
う
な
れ
ば
、

須
當
了
得
│
│
人
と
云
う
も
の
は
、
ど
う
し
て
も
生
ま
れ
た
も
の
じ
ゃ
、
ど

う
す
る
が
人
の
道
じ
ゃ
と
云
う
こ
と
を
知
る
が
よ
い
。
こ
こ
を
覚
っ
た
人
に

は
望
み
か
け
ら
る
る
。

若
道
不
如
│
│
一
生
を
大
抵
に
さ
え
し
て
お
れ
ば
よ
い
と
云
う
よ
う
な
者

は
、
詮
索
に
及
ば
ぬ
。

須
思
量
到
│
│
と
く
と
思
案
し
て
み
る
が
よ
い
。
ど
う
す
る
で
、
凡
人
か
ら

聖
人
へ
至
ら
る
る
ぞ
と
、
思
案
を
し
て
み
よ
。

一
聳
抜　

寒
い
時
分
、
頭
か
ら
水
を
か
け
ら
れ
た
と
き
、
心
の
ぞ
っ
と
す
る

様
に
、
心
の
奮
い
立
つ
こ
と
、
此
の
下
の
細
注
を
記
す
者
が
よ
く
書
い
て
お

い
た
。
こ
れ
が
語
録
潤
法
ぞ
。
自
身
の
記
す
に
は
、
此
の
よ
う
な
こ
と
は
書

い
て
お
く
こ
と
な
ら
ぬ
ぞ
。

聳
身

│
と
云
う
は
、
此
の
語
を
朱
子
の
言
わ
る
る
時
の
態て
い
ぞ
。
居
丈
高
に

な
っ
て
、
肘
を
怒
ら
し
て
、
声
を
尖
ら
し
て
、
力
を
着
け
て
云
わ
れ
た
。
こ

れ
な
る
と
云
う
処
を
云
っ
た
も
の
。

如
此
方
有
│
│
此
の
よ
う
に
、
思
い
込
み
、
踏
み
込
ん
で
こ
そ
、
長
進
す
る

処
も
あ
る
は
ず
。

若
理
會
│
│
合
点
す
れ
ば
よ
し
、
合
点
せ
ぬ
と
て
も
、
そ
の
通
り
と
云
う
な

れ
ば
、
一
生
ふ
ら
ふ
ら
し
て
を
（
以
下
、
欠
落
）

【
六
】
＊
若
果
是
有
志
之
士
、
只
見
一
條
大
路
直
上
行
將
去
、
更
不
問
著
有
甚
艱

難
險
阻
。
＊
孔
子
曰
、
向
道
而
行
、
忘
身
之
老
也
、
不
知
年
數
之
不
足
也
。
俛
焉

日
有
孜
孜
、
斃
而
後
已
。
＊
自
家
立
著
志
向
前
做
將
去
、
鬼
神
也
避
道
、
＊
豈
可

先
自
計
較
。
先
自
怕
卻
。
如
此
終
於
無
成
。（
百
二
十
六
）

若
果
是
有
│
│
つ
ん
と
こ
れ
じ
ゃ
と
云
う
処
を
見
付
け
て
は
、
ま
っ
す
ぐ
に

し
て
ゆ
く
ぞ
。
あ
た
り
を
見
回
し
て
、
ど
う
の
こ
う
の
と
思
う
て
は
な
ら
ぬ

ぞ
。
鵯
越
を
落
と
す
と
き
は
、
あ
れ
に
心
が
着
い
て
は
な
ら
ぬ
。
た
だ
一
筋

に
志
し
て
落
と
す
で
な
う
て
は
な
ら
ぬ
は
ず
ぞ
。

孔
子
曰
│
│
道
に
向
か
っ
て
ず
っ
と
し
て
ゆ
く
。
身
老
い
た
の
、
年
の
足
ら

ぬ
と
云
う
に
、
気
は
使
う
。
た
だ
息
の
有
る
う
ち
は
、
つ
と
め
る
ぞ
。
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自
家
立
著
│
│
志
を
立
て
て
、
づ
ん
づ
ん
と
進
ん
で
ゆ
く
者
に
は
、
鬼
神
も

よ
け
て
通
す
ぞ
。
此
の
通
り
な
こ
と
、
異
端
の
意
気
と
は
違
っ
た
。
朱
子
な

ど
の
こ
う
言
わ
る
る
は
確
か
な
こ
と
ぞ
。

豈
可
│
│
中
々
に
懸け
あ
ん案
踏
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
と
思
案
し
て
見
る
よ
う
で
は
、

な
る
こ
と
と
で
は
な
い
。

【
七
】
＊
聖
賢
千
言
萬
語
、
無
非
只
説
＊
此
事
。
須
是
＊
策
勵
此
志
、
勇
猛
奮
發
、

＊
抜
出
心
肝
與
他
去
做
。
如
＊
兩
邊
擂
起
戰
鼓
、
莫
問
前
頭
如
何
、
只
＊
認
捲
將
去
、

如
此
、
方
做
得
工
夫
。
若
半
上
落
下
、
半
沈
半
浮
、
得
甚
事
。（
八
、
下
同
）

聖
賢
千
言

│
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
云
う
て
お
か
れ
た
は
、
此
の
こ
と
ば
か

り
を
云
う
た
も
の
。

此
事
と
云
う
て
は
、
何
の
こ
と
や
ら
し
れ
ぬ
が
、
学
者
の
こ
の
こ
と
云
う
か

ら
し
て
は
、
凡
人
か
ら
聖
人
に
至
る
と
云
う
よ
り
外
の
こ
と
で
は
な
い
。
道

に
す
す
む
こ
と
ぞ
。

策
勵　

心
の
ぐ
っ
し
ゃ
り
と
せ
ぬ
様
に
、
追
い
立
て
る
こ
と
。

抜
出

│
気
も
魂
も
ぬ
き
出
す
。

両
邊

│
敵
味
方
攻
め
、
太
鼓
を
打
ち
て
か
か
る
と
き
は
、
矢
が
来
る
の
、

鉄
砲
が
来
る
の
と
云
う
に
気
が
着
い
て
は
な
ら
ぬ
。
一
み
ち
ん
に
し
て
行
く

で
の
う
て
は
な
ら
ぬ
。

 

○
一
み
ち
ん
＝
不
明
。

認
捲

│
筵
む
し
ろな

ど
を
、
片
端
か
ら
巻
い
て
ゆ
く
よ
う
な
も
の
。

【
八
】
＊
且
如
項
羽
救
趙
、
＊
既
渡
、
沈
舡
破
釜
、
持
三
（
日
）
粮
、
示
士
必
死
、

無
還
心
、
故
能
破
秦
。
若
＊
瞻
前
後
、
便
做
不
成
。

且
如
項
羽

│
項
羽
の
趙
の
後
つ
め
せ
ら
れ
た
意
気
が
良
い
。
小
勢
で
秦
の

大
勢
に
あ
た
る
。
故
に
、念
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
必
死
と
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

既
渡

│
そ
う
し
て
川
を
前
に
あ
て
て
、
戦
う
と
云
う
が
法
じ
ゃ
に
、
川
を

渡
し
て
、
其
船
ど
も
を
み
な
つ
き
流
し
、
沈
め
て
、
釜
を
う
ち
割
っ
て
、
た
っ

た
三
日
が
中
の
糧か
て
を
以
て
出
で
た
ぞ
。
こ
れ
は
士
卒
の
心
を
一
つ
に
す
る
た

め
ぞ
。
ど
う
し
て
後
へ
還
る
手
は
無
し
。
糧
が
無
い
に
よ
っ
て
、
三
日
過
ぎ
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る
と
戦
わ
ず
と
も
死
す
る
と
思
う
故
、
と
て
も
死
す
る
も
の
な
れ
ば
、
敵
陣

へ
か
け
入
り
て
討
死
す
る
が
よ
い
と
思
い
定
め
て
、
戦
う
た
故
、
秦
の
大
勢

を
打
ち
破
っ
た
ぞ
。
道
に
至
る
も
、
此
の
合
点
ぞ
。
軍
で
必
死
を
■
■
■
が

こ
れ
ぞ
。

瞻
前

│
そ
れ
に
後
先
を
、
う
ろ
う
ろ
と
見
回
し
て
は
、
な
か
な
か
何
事
も

成
就
す
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
。

【
九
】
＊
陽
氣
發
處
、
金
石
亦
透
。
精
神
一
到
、
何
事
不
成
。

陽
氣

│
春
先
な
ど
、
つ
ん
と
柔
ら
か
な
草
が
発
生
す
る
に
は
、
固
い
土
や

石
を
さ
え
生は

え
抜
く
ぞ
。
陽
気
の
興
る
は
、
あ
の
如
く
に
手
づ
よ
い
ぞ
。
今

日
、
人
が
是
非
と
思
い
込
む
こ
と
は
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
は
な
い

【
十
】
＊
今
之
學
者
、
全
不
曾
發
憤
。

今
之
學
者
│
│
憤
と
云
う
は
、
な
ん
の
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
あ
ろ
う
と
、
は

が
み
を
な
し
て
す
る
こ
と
。

【
十
一
】
＊
或
言
、
在
家
＊
滾
滾
。
但
不
敢
忘
書
冊
、
亦
覺
未
免
間
斷
。
曰
、
＊
只

是
無
志
。
＊
若
説
家
事
、
又
如
何
汨
没
得
自
家
。
如
今
有
＊
稍
高
底
人
、
也
須
會

擺
脱
得
過
、
山
間
坐
一
年
半
歳
、
是
做
得
多
少
工
夫
。
只
恁
地
也
立
得
箇
根
脚
、

若
時
往
應
事
、
亦
無
害
。
＊
較
之
一
向
在
事
務
裏
袞
、
是
争
那
裏
去
。
公
今
三
五

年
、
不
相
見
。
又
只
恁
地
悠
悠
、
人
生
有
幾
箇
三
五
年
耶
。（
百
二
十
一
）

或
言
│
│
滾
滾
と
云
う
は
、
何
や
か
や
事
多
て
、
乱
れ
が
わ
し
う
て
、
気
の

毒
な
さ
れ
ど
も
、
書
の
こ
と
を
ば
忘
れ
は
せ
ぬ
。
け
れ
ど
も
間
断
の
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
な
ら
ぬ
。 

此
の
段
、
気
の
毒
な
。

只
是
無
志
、
何
の
か
の
は
な
い
。
そ
れ
は
志
の
無
い
と
云
う
も
の
。

若
説
家
事
│
│
志
さ
へ
立
つ
と
、
外
の
こ
と
が
邪
魔
に
は
な
ら
ぬ
。
俗
務
に

負
け
る
は
、
こ
ち
の
志
が
甲
斐
無
い
故
ぞ
。
徒
然
草
に
、
明
日
旅
立
ち
を
す

る
と
て
、
仕
度
す
る
と
き
、
友
が
来
て
、
月
見
花
見
の
こ
と
を
云
う
に
、
そ

れ
に
心
が
染
ま
ぬ
か
と
云
う
て
あ
る
。
こ
れ
が
尤
も
ぞ
。
ど
う
し
て
も
心
に

重
荷
な
る
こ
と
あ
る
と
、
わ
き
の
こ
と
が
邪
魔
に
な
る
と
云
う
こ
と
は
、

稍
高
底
│
│
家
事
を
破
る
と
云
い
て
、
仏
者
の
意
気
と
は
違
う
。
儒
者
の
山

林
住
居
す
る
と
云
う
こ
と
は
無
い
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
向
こ
う
の
問
が
家
事
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に
ま
け
て
、
家
事
を
大
事
が
る
故
、
そ
れ
は
少
々
損
の
ゆ
く
こ
と
あ
っ
て
も
、

苦
し
う
な
い
、
よ
い
加
減
に
し
て
お
け
と
云
う
こ
と
。

較
之
│
│
つ
ん
と
よ
い
で
は
な
い
が
。
お
て
ま
い
の
様
に
、
家
事
に
負
け
て

お
る
も
の
よ
り
は
よ
い
ぞ
。

公
今
│
│
お
て
ま
い
と
別
れ
て
、
会
わ
ぬ
間
が
三
五
年
、
久
し
い
間
じ
ゃ
が
、

ま
た
ど
こ
に
一
つ
よ
い
こ
と
も
な
い
、
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
お
ら
る
る
、
大
切

な
月
日
を
、
其
の
よ
う
に
い
た
ず
ら
に
し
て
お
る
と
云
う
こ
と
が
あ
る
か
、

人
間
の
一
生
に
三
五
年
と
云
う
も
の
が
、
其
の
よ
う
に
幾
つ
あ
る
ぞ
。
一
日

は
か
の
ゆ
か
ぬ
は
、
一
日
の
遅
れ
に
な
る
、
一
二
年
怠
り
た
る
と
て
、
天
地

の
間
に
い
ら
ぬ
年
が
あ
っ
て
、そ
れ
を
埋
め
る
と
云
う
こ
と
あ
れ
ば
よ
い
が
、

そ
う
し
た
事
は
決
し
て
無
い
。
天
地
は
人
が
油
断
し
て
お
る
と
て
、
待
ち
合

わ
せ
て
お
る
も
の
は
無
い
に
、
さ
て
さ
て
油
断
千
万
な
事
。

【
十
二
】
＊
凡
人
謂
以
多  

事
廢
讀
書
。
或
曰
氣
質
不
如
人
者
皆  

不
責
志
而
已
。
＊
若

有
志
時
、
那
＊
問
他
事
多
、
那
問
他
氣
質
不
美
。
曰
、
事
多
質
不
美
者
、
此
言

＊
雖
若
未
是
大
過
、
然
耶
此
可
見
其
無
志
＊  

甘
於
自
暴
自
棄
。
過
孰
大
＊
焉
。
＊
眞

箇
做
工
夫
、
人
便
自
不
説
此
話
。（
百
十
八
）

凡
人

│
す
べ
て
人
の
云
い
わ
け
に
、
学
を
し
た
け
れ
ど
も
、
事
多
う
て
な

ら
ぬ
ぞ
。
又
反
対
の
、
生
ま
れ
つ
き
が
悪
う
て
、
人
並
み
に
無
い
故
、
中
々

す
る
こ
と
が
な
ら
ぬ
と
云
う
が
、
是
れ
は
云
い
わ
け
は
立
た
ぬ
こ
と
ぞ
。
夫

れ
は
志
が
な
い
と
云
う
も
の
ぞ
。

若
有
志

│
も
し
志
あ
る
な
れ
ば
、
事
が
多
い
の
、
生
ま
れ
付
き
が
悪
い
の

と
云
う
に
か
ま
う
こ
と
で
は
な
い
。

問
と
云
う
は
、
も
の
に
か
ま
う
こ
と
ぞ
。
何
ほ
ど
暇
無
し
で
も
、
我
が
好
く

こ
と
は
な
る
も
の
ぞ
。
暇
の
つ
い
え
る
と
云
う
に
、
振
舞
う
ほ
ど
つ
い
え
る

も
の
は
無
い
が
、
好
き
な
れ
ば
ひ
ど
い
つ
と
め
か
ら
も
、
人
を
も
よ
び
、
我

れ
も
ゆ
く
ぞ
。
た
ば
こ
を
好
く
者
は
貴
賤
と
も
に
何
ほ
ど
忙
し
い
処
で
も
、

火
を
求
め
て
の
む
ぞ
。

雖
若

│
事
多
う
て
な
ら
ぬ
、
質
が
悪
し
う
て
な
ら
ぬ
と
云
う
は
、
さ
し
て

い
か
い
無
調
法
と
云
わ
れ
ぬ
が
、
よ
い
も
の
に
な
れ
ぬ
と
云
う
が
知
れ
た
。

何
故
な
れ
ば
、
志
無
う
て
、
自
暴
自
棄
に
堪
能
し
て
お
る
故
ぞ
。

 
○
い
か
い
＝
意
外
。
思
い
の
ほ
か
。　

○
無
調
法
＝
考
え
違
い
。
し
く
じ
り
。　

○
堪
能
＝
飽
き
足
る
。
満
足
。
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甘
と
云
う
は
、
口
惜
し
い
と
も
思
わ
ず
、
堪
能
し
て
お
る
。
こ
れ
で
見
れ
ば
、

小
さ
い
過
ち
で
は
な
い
。
焉
は
こ
れ
と
よ
む
。
意
外
誤
り
ぞ
。

眞
箇
│
│
一
筋
に
せ
い
と
も
と
思
う
て
、
つ
と
め
る
も
の
は
、
な
か
な
か
此

の
よ
う
な
こ
と
は
云
わ
ぬ
ぞ
。

 

○
一
筋
に
せ
い
と
も
＝
一
途
（
一
生
懸
命
）
に
し
な
い
で
も
。

○
学
ぶ
は
、
そ
の
性
根
で
し
た
も
の
ぞ
。
し
か
れ
ば
、
い
つ
で
も
な
ら
ぬ
と

云
う
こ
と
は
な
い
。

【
十
三
】
＊
人
之
血
氣
固
有
強
弱
。
＊
然
志
氣
則
無
時
而
衰
。
苟
＊
常
持
得
這
志
、

縱
＊
血
氣
衰
極
、
也
不
由
他
。
＊
如
某
而
今
如
此
老
病
衰
極
、
非
不
知
毎
日
＊
且
放

晩
起
以
養
病
、
但
自
是
心
裏
不
穩
、
只
交
到
＊
五
更
初
、
目
便
睡
不
著
了
。
＊
雖

欲
勉
強
睡
、
然
此
心
已
自
是
箇
起
來
底
人
、
＊
不
肯
就
枕
了
。
＊
以
此
知
、
人
若

能
持
得
這
箇
志
氣
、
定
不
會
被
血
氣
奪
、
＊
凡
爲
血
氣
所
移
者
、
皆
是
＊
自
棄
自

暴
之
人
耳
。（
百
四
、
下
同
）

人
之
血
氣
│
│
人
の
生
ま
れ
付
き
に
は
、
強
い
弱
い
は
有
る
が
、
然
志
氣
、

士
の
性
根
と
云
う
も
の
に
は
か
わ
り
は
な
い
。
病
気
な
る
と
て
、
性
根
悪
う

な
る
と
云
う
こ
と
は
な
い
、

常
持
得
│
│
志
さ
へ
あ
る
な
れ
ば
、
血
氣
は
衰
極
し
た
と
て
も
、
道
へ
進
む

か
ま
い
に
は
な
ら
ぬ
。

如
某
│
│
朱
子
は
い
こ
う
病
気
に
あ
っ
た
ぞ
。志
に
よ
っ
て
保
養
の
た
め
に
、

且
放
と
云
う
は
、
何
事
も
つ
と
め
ず
に
、
打
ち
や
り
て
せ
ず
に
お
り
、
朝
も

遅
く
起
き
て
、
養
生
す
る
と
云
う
を
し
ら
ぬ
で
は
な
い
が
、

但
自
是

│
そ
う
し
て
は
心
の
内
が
お
ち
つ
か
ぬ
。
そ
の
は
ず
ぞ
。
今
、
生

き
る
と
云
う
ほ
ど
、
よ
い
こ
と
は
な
い
が
、
死
す
べ
き
処
を
死
せ
ず
に
生
き

て
い
て
は
、
心
よ
う
な
い
ぞ
、

交
到
五
更

│
朱
子
は
、
明
け
七
の
時
分
に
な
る
と
自
然
と
目
が
覚
め
る
と

云
う
様
な
も
の
、
心
か
ら
は
う
つ
ら
ぬ
こ
と
ぞ
。

五
更
は
、
七
つ
の
か
し
ら
な
り
。
交
到
は
、
五
つ
か
ら
四
つ
と
云
う
よ
う
に
、

だ
ん
だ
ん
と
時
刻
た
っ
て
く
る
こ
と
、

雖
欲

│
無
理
に
眠
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
な
い
ぞ
。
こ
れ
ら
は
詞
と
云
う
も

の
ぞ
。
今
で
も
云
う
こ
と
、
武
辺
者
が
、
身
ど
も
■
場
へ
出
る
と
、
何
ほ
ど
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逃
げ
と
う
思
う
て
も
、
逃
げ
ら
れ
ぬ
と
云
う
様
な
も
の
。
逃
げ
た
い
と
思
う

て
は
、
武
辺
者
で
は
な
い
ぞ
。
論
語
に
も
、
顔
子
の
欲
罷
不
能
と
云
う
て
あ

る
。
罷
め
ん
と
思
う
な
れ
ば
、
顔
子
と
は
云
わ
れ
ぬ
。
こ
れ
は
ど
う
も
や
め

ら
れ
ぬ
と
云
う
処
を
云
う
た
も
の
。
朱
子
も
、
ど
う
も
眠
ら
ぬ
と
云
う
こ
と

を
か
く
云
う
た
も
の
。

 

○
武
辺
者
＝
ぶ
へ
ん
し
ゃ
。
武
事
に
関
係
す
る
人
。
勇
敢
な
武
士
。
ぶ
へ
ん

も
の
。（
日
国
）

不
肯
就
枕

│
枕
に
就
く
を
心
が
同
心
せ
ぬ
と
云
う
こ
と
。
今
日
の
も
の
こ

そ
、
何
ぞ
に
つ
い
て
、
七
つ
時
分
に
な
り
と
も
、
目
の
さ
め
た
と
き
、
は
て

気
の
毒
な
。
今
そ
っ
と
じ
ゃ
に
、
寝
た
い
と
思
う
と
き
、
風
で
も
吹
い
て
や

か
ま
し
う
寝
ら
れ
ぬ
。
気
の
毒
な
と
思
う
て
、
夜
着
を
着
て
、
息
を
殺
し
て
、

む
り
む
た
い
に
寝
よ
う
と
す
る
ぞ
。
朱
子
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
。

以
此

│
こ
れ
で
合
点
し
て
み
れ
ば
、
志
あ
る
も
の
の
分
は
、
血
気
に
奪
わ

る
る
と
云
う
こ
と
は
な
い
ぞ
。

凡
爲

│
そ
う
し
て
血
気
に
移
さ
る
る
と
云
う
も
の
の
分
は
、

自
棄

│
の
人
の
こ
と
。
こ
れ
は
い
こ
う
学
者
の
忌
詞
ぞ
。
士
を
腰
抜
け
と

云
う
様
な
も
の
。

【
十
四
】
＊
先
生
患
＊
氣
痛
＊
脚
弱
泄
瀉
。
或
勸
晩
起
。
＊
曰
、
某
自
是
不
能
晩
起
。

雖
甚
病
、
纔
見
光
亦
便
要
起
尋
思
文
字
。
＊
纔
稍
晩
便
覺
似
＊
宴
安
鴆
毒
、
便
似

箇
懶
惰
底
人
。
＊
心
裏
便
不
安
。
須
是
早
起
了
、
却
覺
得
心
下
鬆
爽
。

先
生
患
│
│
朱
子
の
一
生
、
病
者
で
貧
究
に
あ
っ
た
。
四
十
七
の
と
き
、
妻

に
お
く
れ
ら
れ
て
、
八
人
の
子
ど
も
衆
を
育
て
、
患
難
め
さ
れ
た
。

 

○
妻
に
お
く
れ
ら
れ
…
…
＝
「
後
れ
る
」
は
、
親
族
や
親
し
い
人
が
先
に
死

に
，
自
分
は
生
き
残
る
こ
と
。
淳
熙
三
年
（
一
一
七
六
）、
夫
人
劉
氏
没
。

氣
痛
は
、
息
が
胸
へ
さ
わ
っ
て
痛
む
こ
と
ぞ
。

脚
弱
│
│
は
、
此
の
内
、
一
色
あ
っ
て
も
、
常
人
は
ど
う
も
な
ら
ぬ
。
或
人

が
遅
く
起
き
て
よ
と
云
う
た
。

曰
某
│
│
身
ど
も
自
然
と
朝
寝
は
な
ら
ぬ
。厳
し
う
患
う
お
り
と
云
え
ど
も
、

ち
っ
と
明
け
方
に
な
っ
て
、
明
か
る
を
見
る
と
、
も
は
や
起
き
て
文
字
の
吟

味
が
し
と
う
な
る
。



124

纔
稍
晩
│
│
ち
っ
と
な
り
と
も
遅
い
と
大
き
な
毒
を
食
う
て
、
大
き
な
せ
う

も
の
に
な
っ
た
と
思
う
。

 

○
せ
う
も
の
＝
不
明

宴
安
鴆
毒
は
、
左
伝
の
字
、
ち
ょ
う
ど
鴆
を
食
う
た
よ
う
な
と
云
う
こ
と
。

 

○
左
伝
＝
『
春
秋
左
氏
伝
』
閔
公
元
年
に
、「
狄
人
伐
邢
、
管
敬
仲
言
於
齊
侯

曰
、
戎
狄
豺
狼
、
不
可
厭
也
、
諸
夏
親

、
不
可
棄
也
、
宴
安
酖
毒
、
不
可

懷
也
。」
と
あ
る
。「
鴆
毒
」
は
、
も
と
は
毒
を
も
つ
鳥
の
羽
を
酒
に
浸
し
て

つ
く
る
毒
。「
宴
安
鴆
毒
」
は
成
語
に
も
な
っ
て
お
り
、
享
楽
に
溺
れ
ひ
た
す

ら
遊
び
楽
し
む
の
は
、
鴆
毒
を
飲
む
よ
う
な
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

心
裏
│
│
心
の
う
ち
が
安
う
な
い
。
早
く
起
き
れ
ば
、
却
っ
て
心
が
さ
っ
ぱ

り
と
さ
わ
や
か
な
。

【
十
五
】
＊
某
平
生
不
會
懶
。
雖
甚
病
、
然
亦
一
心
欲
向
前
做
事
、
自
是
懶
不
得
。

＊
今
人
所
以
懶
、
未
必
是
眞
箇
怯
弱
。
自
是
＊
先
有
畏
事
之
心
、
＊
纔
見
一
事
、
便

料
其
難
而
不
爲
。
縁
先
有
箇
畏
縮
之
心
、
所
以
＊
習
成
怯
弱
而
不
能
有
所
爲
也
。

（
百
二
十
）

某
平
生

│
常
に
不
精
な
こ
と
嫌
い
じ
ゃ
。何
ほ
ど
わ
づ
ら
う
と
云
う
て
も
、

ひ
た
と
先
へ
進
ん
で
事
を
つ
と
め
る
。

今
人

│
今
人
の
不
精
な
と
云
う
も
、
根
っ
か
ら
、
つ
ん
と
不
精
な
と
云
う

で
は
な
い
。

先
有

│
事
を
し
て
も
み
い
で
、
あ
た
ま
か
ら
こ
れ
を
し
た
ら
ば
、
病
気
に

あ
た
ろ
う
の
、
気
が
つ
ま
ろ
う
か
と
、
事
を
し
て
み
ぬ
先
か
ら
、
そ
う
思
う

て
お
る
故
に
、
病
に
も
あ
た
り
、
気
も
つ
ま
る
ぞ
。

纔
見

│
ち
っ
と
し
た
こ
と
に
出
合
う
と
、
も
は
や
算
用
つ
く
を
し
て
、
な

る
ま
い
と
云
い
て
、
し
か
ぬ
る
ぞ
。
こ
れ
恐
れ
縮
け
る
故
ぞ
。

 

○
〜
か
ぬ
る
＝
（
動
詞
の
連
用
形
の
下
に
付
い
て
）
し
よ
う
と
し
て
も
で
き

な
い
。

習
成

│
生
ま
れ
つ
き
は
弱
う
は
な
い
が
、
な
ら
ぬ
な
ら
ぬ
と
云
う
て
せ
ぬ

が
、
く
せ
に
な
っ
て
、
な
ら
ぬ
ぞ
。
心
は
血
気
の
主
人
ぞ
。
家
来
が
怠
り
て

も
、
主
人
が
進
め
ば
、
下
も
進
む
ぞ
。
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【
十
六
】
＊
孔
子
曰
、
不
得
中
行
而
與
之
、
必
也
狂
狷
乎
。
＊
看
來
這
道
理
、
須
是

＊
剛
硬
立
得
脚
住
、
方
能
有
所
成
。
只
觀
＊
孔
子
晩
年
方
得
箇
曾
子
。
曾
子
得
子

思
。
子
思
得
孟
子
。
此
諸
聖
賢
都
是
如
此
、
剛
果
决
烈
、
方
能
傳
得
這
箇
道
理
。

若
慈
善
柔
弱
底
、
終
不
濟
事
。
＊
如
曾
子
之
爲
人
、
語
孟
中
諸
語
可
見
。
＊
子
思

亦
是
＊
如
此
。
如
云
、
＊

使
者
出
諸
大
門
之
外
、
＊
又
云
、
以
德
則
子
事
我
者
也
。

奚
可
以
與
我
友
。
孟
子
亦
是
如
此
。
所
以
皆
做
得
成
。
學
聖
人
之
道
者
、
＊ 

須
是

有
膽
志
、
其
决
烈
勇
猛
、
於
世
間
禍
福
、
利
害
、
得
喪
、
不
足
以
動
其
志
、
方
能

立
得
脚
住
。
若
＊
不
如
此
、
都
靠
不
得
。
況
當
世
衰
道
微
之
時
、
尤
用
＊
硬
著
脊

梁
無
所
屈
撓
、
方
得
。
＊
然
其
工
夫
只
在
＊
自
反
、
常
直
仰
不
愧
天
、
俯
不

人
、

則
自
然
如
此
。
不
在
他
求
也
。（
五
十
二
）

孔
子
曰

│
忠
行
の
人
と
云
う
は
顔
子
の
如
く
ぞ
。
其
の
様
な
人
は
少
な
い

故
、
そ
れ
で
な
い
ぞ
。
な
れ
ば
、
た
だ
律
儀
と
何
の
と
云
う
、
捗は
か

が
行
か
ぬ

故
、
志
あ
る
人
を
と
願
わ
れ
た
。
看　

と
く
と
思
案
し
て
み
る
に
、

 

○
捗
が
ゆ
か
ぬ
＝
仕
事
な
ど
が
は
か
ど
ら
な
い
。

剛
硬

│
強
く
脚
を
踏
み
立
て
る
者
で
な
う
て
、
成
就
す
る
こ
と
は
な
ら
ぬ

ぞ
。
論
語
に
、
士
不
可
以
弘
毅
と
い
え
り
。

孔
子
晩
年

│
此
象
を
見
よ
。
ど
れ
も
が
手
強
い
人
ぞ
。

慈
善

│
心
よ
い
、
や
わ
ら
か
な
、
柔
和
な
と
云
う
も
の
は
、
事
の
成
就
す

る
こ
と
は
な
い
。

如
曾
子

│
曾
子
を
ば
、
ど
こ
と
な
う
、
む
っ
く
り
と
し
た
も
の
、
や
わ
ら

か
な
人
と
思
う
が
、
論
孟
中
の
■
て
手
強
い
人
ぞ
、

 

○
手
強
い
＝
て
ご
わ
い
。
し
っ
か
り
し
た
。

子
思
亦
如
此

│
子
思
も
手
強
い
人
ぞ
、
其
事
又
孟
子
に
あ
り
。

使
者

│
を
さ
し
ま
ね
く
と
訓
ず
る
は
、
い
か
ヰ
誤
り
ぞ
。
ひ
ょ
う
し

て
と
云
う
こ
と
ぞ
。
孟
子
の
註
に
も
、

は
麾
也
と
あ
り
、
陣
中
で
采
配
を

振
っ
て
、
人
数
を
繰
り
出
す
こ
と
に
使
う
た
字
ぞ
。
さ
し
ま
ね
き
、
と
云
う

心
な
れ
ば
、
使
者
を
座
敷
へ
入
れ
て
を
い
て
、
我
は
門
外
へ
出
て
、
こ
れ
へ

御
出
な
さ
れ
よ
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
な
い
は
ず
ぞ
。
こ

こ
は
魯
君
か
ら
、
あ 

い
し
ら
い
悪
か
っ
た
故
、
も
は
や
そ
の
使
い
を
う
け
ぬ

覚
悟
、
使
い
を
出
向
い
て
、
そ
れ
へ
御
出
な
さ
れ
よ
と
云
う
て
、
座
敷
へ
も

入
れ
ず
に
、
大
門
へ
押
し
て
通
り
、
事
を
し
て
帰
さ
れ
た
と
云
う
こ
と
ぞ
。
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其
の
よ
い
証
拠
は
、
名
臣
言
行
録
に
「
招
之
不
来
」
と
あ
り
、
こ
こ
へ
来
よ
、

と
云
う
て
、
招
け
ど
も
、
来
ぬ
、
と
云
う
こ
と
な
り
。
そ
の
対
に
「

之
不

去
」
と
あ
り
。
あ
ち
へ
ゆ
け
と
指
図
し
て
も
行
か
ぬ
、
と
云
う
こ
と
ぞ
。
こ

れ
で
見
れ
ば
、
さ
し
ま
ね
く
と
云
う
は
悪
い
。ひ
ょ
うし
と
音
で
よ
む
が
よ
い
。

 

○ 

あ
い
し
ら
い
＝
応
対
す
る
こ
と
。
も
て
な
す
こ
と
。（
大
辞
林
）　

○
名
臣

言
行
録
＝
朱
熹
編
『
五
朝
名
臣
言
行
録
』
巻
二
・
王
禹

。

又
云
、
こ
れ
も
魯
侯
の
よ
い
学
友
を
没
う
し
なた
。
今
か
ら
は
こ
な
た
を
学
友
に
し

よ
う
と
云
わ
れ
た
れ
ば
、
私
を
友
に
と
は
過
ぎ
た
徳
で
い
え
ば
、
こ
な
た
は

私
の
下
知
を
受
け
る
は
ず
の
人
じ
ゃ
と
云
わ
れ
た
。此
の
様
な
こ
と
が
意
外
、

不
躾
な
こ
と
ぞ
。
子
思
な
ど
の
言
わ
れ
そ
も
な
い
こ
と
じ
ゃ
が
、
そ
う
し
た

道
理
有
る
と
見
え
た
。
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
、
道
統
の
、
子
思
の
云
い
て
、
孟

子
の
夫
れ
を
尤
も
な
と
咄
て
、
朱
子
の
同
心
し
て
、
注
を
し
て
お
か
れ
た
ぞ
。

今
日
で
も
、
仏
道
を
信
ず
れ
ば
、
い
か
な
る
卑
し
き
者
で
も
、
悟
道
の
上
人

と
云
う
な
れ
ば
、
歴
々
の
大
名
が
た
つ
は
い
召
さ
る
る
ぞ
、
こ
れ
で
見
れ
ば
、

徳
を
信
ず
る
と
云
う
に
な
っ
て
は
、
我
、
事
う
る
は
ず
、
と
云
わ
れ
た
。
妄

言
で
は
な
い
。

 

○
た
つ
は
い
＝
答た
っ
ぱ
い拝
。
大
饗
の
際
な
ど
、
身
分
の
高
い
人
が
来
臨
し
た
時
に

主
人
が
堂
を
降
り
て
と
も
に
拝
礼
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
丁
重
な
お
辞
儀
。

と
う
は
い
。
ま
た
は
、
手
厚
い
も
て
な
し
。
丁
重
な
取
り
扱
い
。
立
派
な
待

遇
の
意
。（
日
国
）

須
是
有
膽
志

│
聖
人
の
道
を
学
ぶ
者
は
、
肝
太
い
て
云
う
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

不
如
此

│
こ
う
な
い
と
、
す
す
き
の
穂
を
砂
の
上
に
立
て
た
様
に
ぐ
に
ゃ

す
る
。

硬
著

│
背
中
骨
を
強
う
立
て
、
屈か
が

み
た
お
む
ま
い
と
思
う
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

 

○
た
お
む
＝
撓た
お

む
。
曲
が
る
。
た
わ
む
。（
大
辞
林
）

然
其
工
夫

│
此
の
よ
う
に
云
う
と
、
腕
こ
き
の
貴
人
に
も
、
か
ま
わ
ぬ
、

益や
く
た
い体無
し
が
、
志
あ
る
様
に
、
紛
れ
た
が
る
。
日
本
に
も
昔
か
ら
武
勇
の
者

あ
れ
ど
も
、

自
反
縮

│
と
云
う
者
は
な
い
。
義
経
ほ
ど
な
勇
者
は
な
け
れ
ど
も
、
そ
の

身
へ
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
人
前
で
云
は
れ
ぬ
竦す
く

ん
だ
処
あ
る
ぞ
。
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【
十
七
】
＊
與
或
人
説
、
公
平
日
説
甚
剛
氣
、
＊
到
這
裏
爲
人
所
轉
、
都
屈
了
。

＊
凡
事
若
見
得
了
、
須
使
堅
如
金
石
。（
百
二
十
一
）

與
或
人
説
│
│
朱
子
の
弟
子
に
気
弱
な
も
の
に
驚
く
者
あ
る
と
見
え
た
。
そ

れ
へ
の
話
。
そ
ち
は
、普
段
に
は
強
手
な
こ
と
で
は
な
ら
ぬ
な
ら
ぬ
と
云
う
。

到
這
裏
と
云
う
は
な
ん
ぞ
。
大
事
ら
し
い
こ
と
あ
る
と
、
も
は
や
う
ろ
た
え

る
。

凡
事

│
こ
う
す
る
は
ず
と
云
う
を
見
付
け
た
な
ら
ば
、
石
や
金
の
様
に
堅

う
す
る
が
よ
い
。

【
十
八
】
＊
學
者
不
立
則
一
齊
放
倒
了
。（
八
）

学
者
│
│
踏
み
立
つ
る
意
思
な
い
と
、
何
も
か
も
倒
れ
る
。

【
十
九
】
＊
學
者
當
常
以
志
士
不
忘
在
溝
壑
爲
念
、
則
道
義
重
而
計
較
死
生
之
心

輕
矣
。
＊
況
衣
食
至
微
末
事
、
不
得
未
必
死
。
亦
何
用
犯
義
犯
分
、
役
心
役
志
、

營
營
以
求
之
耶
。
＊
某
觀
今
人
、
因
不
能
咬
菜
根
、
而
至
於
違
其
本
心
者
衆
矣
。

可
不
戒
哉
。（
十
三
、
下
同
）

學
者

│
志
あ
る
士
は
、
ど
こ
で
な
り
と
も
、
死
ん
で
、
溝
堀
に
捨
て
ら
れ

て
も
、か
ま
い
な
い
と
、思
う
が
よ
い
。
そ
う
据す

わ
る
と
、道
義
が
重
く
な
っ

て
、
死
生
を
い
ろ
い
ろ
計
較
す
る
心
軽
く
な
る
。

況
衣
食

│
大
切
な
命
さ
へ
、
こ
う
思
う
か
ら
は
、
ま
し
て
衣
食
は
命
に
対

す
れ
ば
、
か
す
か
な
末
な
こ
と
ぞ
。
衣
食
の
結
構
な
を
得
ぬ
と
て
も
、
死
ぬ

る
も
の
で
も
な
い
。

某
觀

│
い
か
よ
う
な
も
の
な
り
と
も
、
食
う
て
お
ろ
う
と
云
う
合
点
な
い

故
、
本
心
に
違
う
て
取
さ
が
し
た
こ
と
で
す
る
も
の
多
し
。
ま
だ
■
い
て
か

な
わ
ぬ
こ
と
。

 

○
合
点
＝
覚
悟
。

【
二
十
】
＊
人
最
不
可
曉
。
有
＊
人
奉
身
儉
嗇
之
甚
充
其
操
、
上
食
槁
壤
、
下
飲
黄

泉
底
、
却
只
愛
官
職
。
有
人
奉
＊
身
清
苦
而
好
色
。
＊
它
只
縁
私
欲
不
能
＊
克
、

＊
臨
事
只
見
這
箇
重
、
都
不
見
別
箇
了
。
＊
或
云
、
似
此
等
人
分
數
勝
已
下
底
。

＊
曰
、
不
得
如
此
説
、
才
有
病
、
便
不
好
。
更
不
可
以
分
數
論
。
只
＊
愛
官
職
、

便 

弑
父
與
君
也
敢
。

人
最

│
今
云
う
、
人
ほ
ど
合
点
ゆ
か
ぬ
も
の
は
な
い
と
云
う
と
同
じ
、
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人
奉
身

│
身
も
ち
を
平
生
倹
約
に
、
質
朴
に
す
る
の
覚
悟
に
は
孟
子
に
云

う
た
、
土
を
食
い
、
水
を
飲
ん
で
お
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
な
ら
ば
何
も
求
め

な
い
か
と
い
え
ば
、
よ
い
役
や
位
に
な
り
た
が
る
。

 

○
し
つ
は
く
＝
質し
っ
ぱ
く朴
。
倹
約
、
節
約
を
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
さ
ま
。
け
ち

で
あ
る
さ
ま
。（
日
国
）

奉
身
清
苦

│
無
欲
に
し
て
傲
ら
ぬ
も
の
で
い
て
、
色
を
好
む
方
で
は
ら
つ

し
も
無
う
、
と
り
と
か
す
が
あ
る
。

 

○
ら
つ
し
も
無
う
＝
﨟ら
っ
し次
は
「
順
序
・
秩
序
」
の
意
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な

る
。　

○
と
り
と
か
す
＝
不
明
。

它
只

│
何
故
に
そ
う
あ
る
ぞ
。
な
れ
ば
好
き
と
云
う
も
の
あ
る
に
、
克
つ

こ
と
な
ら
ぬ
か
ら
ぞ
。

臨
事

│
そ
の
も
の
好
き
に
出
合
う
と
、
そ
れ
が
、
い
こ
う
重
う
見
え
て
、

そ
の
方
へ
惹
か
る
る
。

或
云

│
こ
れ
は
小
成
に
安
ん
ず
る
す
じ
か
ら
云
う
た
。好
色
が
悪
う
て
も
、

清
苦
な
と
云
う
よ
う
な
は
片
々
よ
い
に
な
っ
て
、
何
も
か
も
悪
い
と
云
う
に

は
勝
っ
た
。
そ
れ
よ
り
は
よ
い
。

曰
不
得

│
こ
う
問
う
は
我
も
そ
の
内
へ
入
り
て
、
そ
の
流
れ
に
な
っ
て
お

る
合
点
で
問
う
故
、
そ
こ
を
朱
子
の
断
た
れ
た
。
ち
ょ
っ
と
な
り
と
も
悪
い

こ
と
あ
る
と
、
役
に
立
た
ぬ
。
紙
に
油
つ
い
た
様
に
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
に

広
が
る
。
そ
の
上
に
ち
ょ
っ
と
よ
い
の
な
ん
の
と
云
う
吟
味
に
及
ば
ぬ
。

愛
官
職

│
ち
っ
と
な
り
と
も
、
我
よ
り
よ
く
な
り
た
い
、
よ
い
役
を
し
た

い
と
云
う
心
あ
る
と
、
君
父
を
な
み
す
る
こ
と
も
し
か
ね
ぬ
と
な
り
。
こ
れ

は
合
点
ゆ
か
ぬ
こ
と
じ
ゃ
が
、
朱
子
の
か
く
言
わ
る
る
か
ら
は
そ
う
と
見
え

た
。
今
、
歴
代
で
考
え
て
み
れ
ば
、
主
を
殺
し
、
父
を
殺
す
こ
と
を
ば
、
み

な
よ
せ
い
に
な
ぐ
さ
み
で
は
な
い
。
君
父
を
弑
す
れ
ば
、
そ
の
国
知
行
を
取

る
故
、
弑
す
ぞ
。
三
好
や
明
智
が
如
き
も
、
弑
す
る
と
、
あ
と
で
天
下
を
取

る
と
云
う
こ
と
あ
る
故
ぞ
。
信
玄
の
信
虎
を
追
い
出
し
た
は
、
弑
し
た
も
の

ぞ
。
夫
れ
を
あ
れ
は
殺
す
は
せ
ぬ
。
追
い
出
し
た
と
云
う
は
あ
ま
り
律
儀
な

云
分
ぞ
。
信
玄
も
甲
斐
一
国
で
し
ま
お
う
と
思
う
と
、父
を
も
追
い
出
さ
ず
、

子
供
を
も
殺
さ
ぬ
ぞ
。
ど
う
し
て
も
合
戦
を
し
て
人
の
国
を
と
り
た
い
と
云

う
処
あ
る
か
ら
ぞ
。
今
日
ち
っ
と
な
り
と
も
、
よ
う
な
ろ
う
と
思
う
に
は
、

傍
輩
を
も
突
き
倒
し
て
ゆ
く
意
気
で
の
う
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。こ
れ
か
ら
見
よ
。

官
職
を
愛
す
る
と
、
君
父
を
も
殺
し
か
ね
ぬ
と
云
う
は
、
な
る
ほ
ど
そ
う
あ
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ろ
う
こ
と
ぞ
。

 

（
続
く
）

キ
ー
ワ
ー
ド
：
佐
藤
直
方
・
講
学
鞭
策
録
・
講
学
鞭
策
録
講
義
・
日
本
朱
子
学
・

崎
門
学




